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1 .センターの概要

1. 1 業務の概要
本県の染織工業，特に大島紬に関するデザイン 緋締・加工・染色・製織等の試験研究，新規織物の開発，技術

指導・相談，後継者育成等の事業を通じて大島紬業界の発展に努める。

1. 2 組織と業務
総 務課

( 1 )人事，予算，会計，給与，福利厚生に関すること

( 2 )財産・物品の管理に関すること

( 3 )施設維持等に関すること

(4 )総合企画，連絡調整に関すること

機織研 究 室

( 1 )機織及び加工技術の調査，研究，指導

( 2 )繊維素材及び繊維製品の試験研究，依頼分析，鑑定

""ザイン研究室

~ (1)大島紬の意匠図案の調査，研究，指導

( 2 )大島紬製品の企画開発，デザイン技術の研究

染色化学研究室

( 1 )染色及び加工技術の調査，研究，指導

( 2 )染色化学の試験研究，依頼分析，鑑定

1. 3 沿革
昭和 2年 4月

昭和4年11月

昭和 7年 4月

昭和20年4月

昭和21年2月

f1百和25年 6月

~UH和26年 4 月

昭和27年 4月

昭和27年4月

昭和28年12月

昭和30年11月

昭和31年3月

昭和37年 7月

昭和38年4月

昭和48年3月

昭和54年11月

昭和56年4月

平成元年10月

平成 2年4月

平成 9年 3月

昭和 2年3月31日鹿児島県工業試験場大島分場が設置され. 4月l日庶務，機織，原料糸，染色の

4部で発足する。

鹿児島県告示第407号により鹿児島県大島郡染織指導所として独立。庶務，原料，染色，機織の4部

が設置され，事務所を名瀬市久里町におく。

大島紬後継者育成のため図案，染色，機織部門の伝習生養成を開始する。

戦災により庁舎が全焼，試験研究業務を停止する。

内務省告示第22号により奄美群島は日本本土から分離され，臨時北部南西諸島と改称する。

昭和25年5月まで臨時北部南西諸島政府経済部商工課で大島紬の指導を行う。

大島染織指導所として再発足する。

旧敷地内に庁舎を再建，庶務，図案，機織，原料，染色の 5係を配置し業務を開始する。

伝習生(1年).研究生等(6ヶ月)の養成を再開する。

大島染織指導所は琉球政府経済局の所管となる。

日本へ復帰，鹿児島県大島染織指導所となる。

庁舎用地として303m'を取得し，ボイラ一室を設置する。

加工室，機織室，会議室を新築する。

機構改革により，庶務係，機織図案研究室，染色化学研究室を設置する。

本館事務室，実験室，機織室，染色棟を新築する。

染色廃水処理施設を設置する。

創立50周年記念事業を実施する。

鹿児島県行政組織規則一部改正並びに機構改革により，鹿児島県大島紬技術指導センターと改称し，

総務課，機織研究室，染色化学研究室，図案研究室を設置する。

大島紬技術指導センタ一新築整備事業により，現在地へ移転新築する。

鹿児島県行政組織規則一部改正により，副館長職を設置，図案研究室をデザイン研究室に改称する。

ハイテク開放試験室(つむぎゆらおう塾)を開設する。
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1. 4 機構

，. 4. ， 組織と職員配置 (Hl1.4.1現在)

商工労 働部 ー工業振興課 大島紬技術指導センター

館 長一一一一一副館長

脇元康夫 岡村賢志郎

，. 4. 2 職員現況表

区 分 事務職 技術職

館 長 1 

需拡 務 5果 3 

機織研究室 6 

デザイン研究室 3 

染色化学研究室 5 

計 3 1 5 

総務課

課長(副館長兼務)

岡村賢志郎

機織研究室

室長押川文隆

デザイン研究室

室長冨山晃次

染色化学研究室

室長仁科勝海

現 業 職

l 

計

l 

3 

6 

3 

6 

l 1 9 

-2 

亡; 査出回純 男

事田島郁子

主任研究員平田清和

主任研究員今村順光

主任研究員恵川美智子

主任研究員福山秀久

主任研究員 瀬戸口正和

仁 二 主 任 研 究 員 上原判

主任研究員徳永嘉美

主任研究員西 決造

主任研究員操 利一

主任研究員山下宜良

研究員安藤義則

技術補佐員平 俊博

Q 

(Hl1.4.1現在)

非常勤職員 備 考

u 



1. 4. 3 人事異動

(H10. 4. 1-H11. 4.1) 

発令年月日 氏 名 |日 任 新 任 備考

H10. 4. 1 脇元康夫 工業技術センター副所長 館長 転 入

瀬戸口正和 工業技術センター 主任研究員 機織研究室主任研究員 転入

田 島郁子 姶良福祉事務所社会福祉主事 総務課主事 転 入

市 来浩一 機織研究室主任研究員 工業技術センター 主任研究員 転出

嘉原厚子 総務課主査 大島支庁土木課主査 転出

H11. 4. 1 出 回純男 出納室会計課主査 総務課主査 転 入

操 利一 工業技術センター 王任研究員 染色化学研究室主任研究員 転入

u 向 吉郁朗 染色化学研究室主任研究員 工業技術センター 主任研究員 転出

T畢遺宏一 総務 課主 事 姶良福祉事務所主事 転出

1. 5 決算 (単位・円)

歳 入 歳 出

使用料及び手数料 53.612 技術情報管理費 215.280 

財 産 収 入 59.630 蚕 業 費 178.630 

Q 
諸 ij)( 入 21.090 商 業 総 務 費 6.000 

中小企業振興費 1.016.552 

工業試験場費 88.034.656 

合 言十 134.332 ムロ 計 89.451.118 

-3 -



1. 6 規模
1. 6. 1 土地・建物

土地 6，356.34m'
建物 2，434.74m'
所在地鹿児島県名瀬市浦上町48番地 l 

区分 種 lJlj 

土地 事務所用地及び施設用地

f草 造 l 階 2 階

建物 事 務 所 及 ぴ 研 究 室 鉄筋コンクリート造 1，499.26 630.40 

。 ハイテク開放試験室(つむぎゆらおう塾) 量生 骨 造 164.32 

今 廃水処理施設及び実験用泥 田 主主 骨 造 140.76 

計 1，804.34 630.40 

工作物 言己 念 百車 石 材 l基

1. 6. 2 配置図

1 F 

ハイテク開放試験室

(つむぎゆらおう塾)

回 画
動力室

染色試験室

糊

り

展示ロピー

会議室

fFFFER 
玄関

2F 

化学分析室 機器言i訓j室

機禄分析室 デザイン研究室

4 -

(単位:m') 

言十

6，356.34 

2，129.66 

164.32 

140.76 

2，434.74 

l基

〔♀

o 



1. 7 研究設備一覧表(重要物品)

機 器 名 型 式 メーカー名 吐
機織研究室

¥一ノ

風合試験機 HANDLE-O-~町四 Thwing Albert社 542 

経糸抱合力試験機 自動記録式 蛭団理研側 549 国補

ヤーンストレングス・テスタ AUTOMATIC Y.5TE5TER 日本ウスター(栂 549 国補

空圧式自動締機 刷 3型 錦江織物機械製作所 557 

万能引張試験機 テンシロンRTM-IOO 側オ 1)エンテック 563 

KN型織機 KN-6 x 6 115cm 津田駒工業側 563 

問S風合いシステム

引張りせん断試験機 阻5-FBl 脚力トーテック Hl 国補

純曲げ試験機 KE5-FB2 側カトーテック Hl 国補

圧縮試験機 KE5-FB3 側カトーテック Hl 国補

表面試験機 阻5-FB4 日制力ト}テック Hl 国補

システム用自動処理装置 胞5-FB 側カトーテック Hl 国補

精密迅速熱物性測定装置 KE5-FB7 制力トーテック Hl 国補

水分合有量測定機 LP16-M メト 7一社 Hl 国補

粘度祖rJ定機 DV-II 協和科学側 Hl 国補

繊度測定器 DC-llA サーチ附 Hl 国補

比重測定装置 KGM-l コカジ技研 Hl 国補

毛羽試験機 F -INDEX TE5TER 敷島紡績側 Hl 国補

撚数祖rJ定機 事'C-50 敷島紡績側 Hl 国補

テンシロン万能試験機用デ』タ処理装置 MP-IOO 骨骨オリエンテック Hl 園補

紋紙作業システム(γャカード締め機) 刷 J 錦江織物機械製作所 Hl 国補

サンプルオープナー OP-200 大和機工側 Hl 国補

7ップフォーマー LF-200 大和機工側 Hl 国補

ローラーカード 5C-200 大和機工側 Hl 国補

ドローインフレ ム DF-4 大和機工附 Hl 国補

意匠撚糸機 123-AF 日本紡織機械製造(槻 Hl 国補

高速紹上機 番場式6総 開きょうのう織機製作所 Hl 国補

機料品一式(自動管巻機) 矢沢式05Y-2錘 (有)きょうのう織機製作所 Hl 国補

ドピー機 AP-25 (槻山田ドピー販売 H2 国補

ドピーコントローフー EDC-2800 時制コスモテキ^~イルマンン H2 国補

ワインダー(自動乾燥糊付) K5-3 体障梶製作所 H2 国補

通気性試験機 KE5-F8-APl 骨骨カトーテック H2 

全自動糸番手測定装置 A町OBι 敷島紡績鮒 H3 国補

精紡機 5PI附ETE5TER5町一82 エデラ社 H3 

帯電性試験機 ^~チッP オ不ストメ-~- H-OllO シシド静電気附 H5 

紋織装置 府B直織(1，200口) カヤパ工業側 H5 

電子ジャカード EL]-S カヤパ工業側 H6 国補

画像処理システム GD1200(A) カヤパ工業側 H6 国補

紋織支援装置 CG51、・7コン編集機 カヤパ工業側 H6 

糸ねじり交差トルク試験機 T包5-YN-l 側カトーテック H7 

緋締めシミュレーションシステム 町B カヤパ工業側 H7 国補

向上入出力装置 町B(本体Acolor 935) カヤパ工業側 H7 国補

。
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機 器 名
織物組織設計装置

タイイングマシン

糸繰り機

糸張力計測装置

動作解析装置

拡大映像装置

画像処理記録装置

デザイン研究室

C AD及び技術情報システム

デザインプロセッサー

大島紬ビジュアルプレゼン

テーションシステム

染色化学研究室

サンシャイン・スーパーロン

グライフウェザーメーター

カフーアナフイザー

ガスクロマトグ7 7

GPCクロマトグフフ

クリーンベンチ

凍結乾燥機

アンダーグ7ス野外暴露台

自動総染機

砕断機

分光反射率計

染色試験機

オートスクリーン捺染機

赤外分光光度計

クロマトスキャナー

捺染台

スクリーン製版機

画像解析装置

フェードメーター

CCM用ソフトウェア

カフーキァチン

分光光度計

糖度屈折計

遠心式薄膜濃縮装置

真空乾燥機

膜ろ過試験機

全自動シャリンパイ染色装置

原子吸光光度計

3軸制御直交ロボット

微小面分光視l色計

パーソナルコンピュータ

分析装置付走査電子顕微鏡

型 式
CATシステム

]M-HI8型

TYB-145V 

CB-20 

DOU-202 

悶1-2400DP

WEL-S則一TC

TC-1800 

GC-9AM 

ウォ}ターズ600E

PCV-1303 

VD-60 

1S-l 

MVS-2 

H14型チッパー

MS-2020 PLUS 

YS-12M 

AV-ill 

1640 

CS-9000 

SP-180 

nexus-Qube 

FAL-5 

COMSEK Win95版

KAYAL1BRA K-l(D) 

UV-2200 

RXーl∞o
CEP-L 

SF-02H 

FS-293-20S 

3300 

HAS-A3 

MSP-2: 90 

VM-516S，Flex-Scan 88F 

]SM-5800，]ED-2100 
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メ カ 名
中西織工芸倒

開橋詰研究所

(楠山田

納金井工機

側エムテック

側ハイロックス

側カヤパ

トータルソフトウェア側

キャノン

カイノアテクノロジーズ側

スガ試験機開

東京電色側

(紛島津製作所

日本ミリポア・リミテッド社

日立製作所(栂

大洋科学工業世帯

スガ試験機側

津村化学機械工業側

(締太平製作所

マクベス社

山口科学産業側

山口科学産業(槻

パーキンエルマー社

側島i章製作所

(槻7ジヤマ

理想科学工業世帯

側ネクサス

スガ試験機鮒

日本化薬側

日本化薬骨骨

骨骨島津製作所

アタゴ鮒

時増大川原製作所

側大川原製作所

アドパンテック社

イントレックス側

パ}キンエルマ一社

芝浦製作所(補

日本電色工業側

エプソン社，ナナオ社

日本電子側

設置年度

H7 

H8 

HI0 

HI0 

HI0 

HI0 

HI0 

S55 

S60 

S61 

Hl 

Hl 

Hl 

Hl 

Hl 

Hl 

Hl 

Hl 

Hl 

Hl 

Hl 

H2 

H2 

H2 

H2 

H3 

H3 

H4 

H4 

H4 

H4 

H4 

H5 

H5 

H7 

H7 

H7 

H7 

備 考

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

国補

υ 

u 



機 器 名 型 式 メ }カ 一名 設置年度 備 3 考

自動摺込み染色装置 側エルム H8 国補

緋糸用巻き取り装置 側エjレム H8 国補

ピンテンター型ベーキング試験機 PT-1A裂 辻井染機工業側 H10 

高解像度デジタルカメフ装置 D-2000 キャノン胸 H10 

ニューマチックマングル VPM-1A型 辻井染機工業(槻 1Il0 

大型熱風乾燥機 5-80型 旭科学仕掛 H10 

v 

u 
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2 試験研究業務
2. ， 試験研究概要

室名 事業名(年度) 概 要

大島紬製織装置の効率化に関する研究 経糸の張力を変化させ，その時の実張力値を測定し，手織

(H9-Hll) 機の構造によると考えられる不具合部分の検討改良を行った。

機 また製織時のバッタン及び経糸張力の挙動を測定した。

織 ジャカードの緋鐙加工法に関する研究 平成9年度の予備試験をふまえ，従来と違うデザイン展開

(完了) (H9-HIO) による 2点の製品試作を行った。

研 1 5. 5算，割り込み式， iJe染め染色製品

1 5. 5算， 9")レキ式，化学染料染め製品

究 緋解き作業に関しては，適当な幅に緋鑑を裂いたのちナイ

ロン糸を抜き取り，その後緋抜き作業を行う方法が効率的で

室 あった。

直織による紋織製品の開発 複数の組織を併用して紋緋柄織物を試作し，新規織物への u 
(完了) (H8-HIO) 提言を行った。

デ 画像処理技術を応用した先染め繊維製品の 開発したビジュアルプレゼンテーションシステムを活用し

ザ デザイン開発技術の研究 画像処理技術を応用して，立体薗像としての着姿からなる多

イ (H9-Hll) 彩な図柄合わせができるように検証に努め，デザイン開発・

ン 蓄積を行うとともに産地デザイナーをはじめ業界への普及指

研 導を行った。

究

室

緋染色の高度化に関する研究 自動摺込み染色装置を利用し，染色技術の高度化と小ロッ

染 (H9-Hll) ト生産技術を活かした商品開発を図る。

当染色装置による染色にあっては，不可能とされたくり返

色 し柄において，色の違う緋配色ができる。

イじ 琉球藍すくも製造及び藍建てに関する研究 琉球藍を原料としたすくも製造と藍建てを確立し，業界へ

(HIO-H12) の普及を図る。また藍下泥染め染色工程等の検討を行い，染

学 色堅ろう度の向上を図る。 u 

研 本場大島紬の仕上げ加工に関する研究 泥染め紬は，湯通ししないで出荷しているので保管条件に

(HIO-H12) よりカピが発生する場合がある。仕上げ糊剤別(フノリ，サ

究 イロンBB，セロゲン，カゼネート PG)に泥染め大島紬や

色大島紬を製造し，その原因の究明と糊別による湯通し方法

室 について検討した。
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2. 2 研究成果
2. 2. 1 平成9年度研究成果発表会

。は発表者

開催日時|名瀬 H10.4.17
鹿児島 H10.4.23

名瀬会場:大島紬技術指導センター

鹿児島会場:本場大島紬織物協同組合

40 
48 

口頭発表 II画像処理技術を応用した繊維製品のデザイン開発技術の研究J
大島紬ピジユアルプレゼンテーションシステム (OTVPS)の開発ー

デザイン研究室 O冨山晃次，上原守峰，徳永嘉美

'-._) 

「直織による紋織製品開発研究」

機織研究室 O恵川美智子，平田清和，福山秀久，押川文隆

「奄美の植物繊維を活用した新製品の開発J
機織研究室 O今 村 順 光

「緋糸の糸切れにおける糊剤の影響J
染色化学研究室 O安藤義則，山下宜良，平 俊博

「粉末天然色素材を用いた新染色法の研究」

染色化学研究室 O向吉郁朗，安藤義則，仁科勝海

操 利一(工業技術センター)

「泥染め移染防止の研究j
染色化学研究室

機織研究室

0西 決造，仁科勝海

今 村 順 光

表発究研

.表
一

2
発
一

上
一
題

乙
誌
一

)

-

・
1

園

内

4

f
、.

目 氏 名 掲 載 誌

大島紬ピジュアルプレゼンテーションシステム| 上原 守峰 日本デザイン学会

(家具・木工研究部会1998-NO.43)。
( 2 )口頭発表 0は発表者

題 目 氏 名 発 表 先(発表日)

粉末天然色素材を用いた新染色法の研究 0向 吉 郁 朗 平成 10年度工業技術連絡会議

工学連合部会繊維部会染色加工

分科会 (H10. 10. 15 鹿児島

大島紬のデザイン・緋締め工程のシステム化に 0福山秀久 平成 10年度工業技術連絡会議物

関する研究 工学連合部会繊維部会中国・四国

九州地方部会繊維技術専門委員会

(H10. 8. 4 徳島県立工業技術セント

摺り込み技法の研究開発 0西 決造 クリエイテイプ(鹿児島)研究会

(H11.1.21 本場大島紬織物協同組合)

質

技術

質
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2. 2. 3 展示会

展示会名称 期間 会場 展示内容 担当部室

全国 公設 試繊維技術展 IHlO.10.23-26I京都府(財)丹後

地域地場産業

振興センター

宮山
Z究研織機用

緋

舞

利
化
の

機

変

ん

め

た

締

紬

う

ス
邑
同
よ

レ
大
ひ

ド
場

}
本

仇
N

「
l

県試験研究機関研究成果発表展 IH10.10.27-28 I鹿児島市: . I大島紬ピジュアルプレゼlデザイン研究室

MBCいづろド ンテーションシステム」

ーム パネル紹介

-画像処理凡例集

-本場大島紬試作きもの 機織研究室

-染色見本糸 染色化学研究室

かごしまプランドシルク展 IH11.1.8-131鹿児島市: | 「大島紬ビジュアルプレゼlデサボイン研究室 u〆，
山形屋 ンテーションシステム」

ノf才、ル紹介

-画像処理凡例集

-本場大島紬試作きもの 機織研究室

-染色見本糸 染色化学研究室

鹿 }¥'. 島 の タ ベ IH11. 1. 29 |東京都: . I大島紬ピジュアルプレゼ デザイン研究室

赤坂プリンス ンテーションシステム」

ホテル パネル紹介

-商像処理凡例集

カードレス締め機利用 機織研究室

「本場大島紬変化緋 υ ひょうたんの舞」

ゐタンセ
・
・
料

市

資
島
史
館

児

歴

明

鹿

県

察

ー。，白
句

t。，ul
 

Hn 
アエ7

 
ンイ・ザデ章

。1レ
ザ
」

品
川
付 . I大島紬ビジュアルプレゼ|デザイン研究室

ンテーションシステム」

パネル紹介

-画像処理凡例集

室究研織機用

舞

利
緋
の

機

化

ん

め

変

た

締

う
ス
紬
よ

レ
島
ひ

ド
大

一
場

カ
本rl

l
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2. 2. 4 関連報道

報道内容 報道機関名 (日付け)

「朔けあまみ着製風品のコ意ン欲テ作スもト」 南海日日新聞(4.10)，大島新聞(4.10)，南日本新聞(4.12)
一訪問

伝習生入所式 ー紬振興の担い手に 南海日日新聞(4.11)，大島新聞(4.11)，南日本新聞(4.13)

きょうの人，応接室(伝新統館長産 脇冗紬 康発展夫)' 大島新聞(4.24)，南海日日新聞(5.7)
一 業の ド努力一

研究成果発表会 立体画像システム開発ー 南海日日新聞(4.14)，大島新聞(4.18)，南日本新聞(4.23)

ハイ一テ複ク雑機な器デでザ新イ製ン品も製可作能へー
大島新聞(4.27)

紬をイタリアに紹介 →早とミラノが交流ー 南海日日新聞(6.23)，南日本新聞(6.24)，大島新聞(6.30)

大島紬原図コンスト 消費者に訴える作品を 南海日日新聞(6.26)，大島新聞(6.26)，南日本新聞(6.28)

シャリンパイが64% ー総面積は47ヘクタールー 大島新聞(7.27)

"--ノ '98本場奄美大島紬グランプリ 一復元柄に初出品一 南海日日新聞(8.21)，大島新聞(8.21)

来年は奄美で和装サミット 関係者に打診に来島 南海日日新聞(8.29)，大島新聞(8.29)

両産地の伝統工芸土交流 一「泥落ち」など意見交換ー 南海日日新聞(9.12)

新ふるさと特産品コンクール ー奄美の2点奨励賞に 南海日日新聞(10.8)，南日本新聞(10.8)，大島新聞(10.10)

県民に成果アピール ー県の16研究機開発表会一 南日本新聞(10.27)

全国繊緋維技表術現展で度中小化企業庁長官賞を受締賞め 南海日日新聞(11.12)，大島新聞(11.12)
の高 へ・ジャカード 機開発

大島紬デザイン講て怖習会く奄な 南大海島新日聞日新(1聞(11.6，11.17.2，6 2.27) 
一不況なん い 地球印のデザ握明イ確必ン考要にー 1.5， 11.17， 2.26) 

美年プランドもっと 一
一代別のニーズ把 ー

地球印競技会 不況ムード払拭へー 南海日日新聞(11.21)，大島新聞(11.22) 

大島紬産地まつり -'99ミス紬 来年度の顔決まるー 大島新聞(11.21)，南海日日新聞(11.22)，大島新聞(11.22)。よろしく 新しい大島紬で活性化を 鹿児島新報(11.27) 

県立図書館 明治の草木染写技本術5 詳を細寄に 西日本新聞(12.17)
一 冊目普

かごしまプランドシルク展 県産まゆ見直して 南日本新聞(1.9)，大島新聞(1.13) 

新たな活性化事業を導入 紬をベースに新分野へー 大島新聞(1.29) 

大島紬シンポジューム 一大島紬の知名度 2極化 南海日日新聞(2.4)，大島新開(2.4)

'99大島紬新作発表会 ー全体的なレベルアップ評価 南海日日新聞(2.4)，大島新聞(2.4)，南日本新聞(2.6)

裾模様大島紬を開発 ージャカート締機の機能活用ー 南海日日新聞(2.23)，大島新聞(2.23)，毎日新聞(3.4)

紬業者とセンターが意見交換ー密着した研究求める 南海日日新聞(3.25)，大島新聞(3.25)，南日本新聞(3.28)

伝習生修了式 一若者の感性に期待 南海日日新聞(3.19)，大島新開(3.19) 
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3.技術支援業務

3. 1 依頼業務

fま 頼 項 目

依頼分析等

試図染 案色 調加 験製工

A 口 言十

3. 2 指導業務

3. 2. 1 現地実施状況

指 導 項 目 企業数(件数)

巡(3回研技究術室指7導.ロ等γdトチーム) 1 11市2町8村

技術指導等(機織) 6 9 

技術指導等(デザイン) 4 6 

技術指導等(染色化学) 122 

移動指導センター 8 8 

その他技術相談・指導 956 

件 数 備 考

5 図染染色案色設竪ろう度試験 (摩擦，な?)ど干， 耐光試験)
6 計抜CADシステム

1 2 染など(委託業務

2 3 

備 考

最書官 tî~l 諜t~l 錦織警高官8) 伊仙 (8) 天城 (2) 喜界 (7)

鹿児島(10)名瀬(41)笠利(11)龍郷(5)加世田(1)開聞 (1)

鹿児島(2)名瀬(25)笠利(8)龍郷(6)住用 (3)大和 (1)屋久島(1)

鹿児島(5)名瀬(91)笠利 (11)龍郷(10)加世田 (3)開閉(1)種子島(1)

鹿児島(4回実施)

機織(188)デザイン (128)染色化学(640)

3. 2. 2 移動大島紬技術指導センター

開催日 開催場所 指導件数 指導内容等(担当職員)

第 l回 鹿児島市 1 4 -夏大島紬の糸使いについて

H10. 4. 22- (本場大島紬織物 -生糸精練時の水質について

4.23 協同組合) -高密度(18算 12<'ルキ)製品の緋表現について

-化学染料染めについて

-大島紬残糸による小物嘉の製作について
(平田清和，徳永 美，向吉郁朗，※操利一)

第 2回 鹿児島市 1 4 -泥染め染色の注意点について

H10. 9. 28- (本場大島紬織物 -ジャカード緋蓬解きについて

9.29 協同組合) -ジャカード締め機利用による付け下げ柄の開発について

.OTVPS利用によるデザイン開発について

-織物設計について

(仁科勝海，冨山晃次，福山秀久，※操利一)

第3回 鹿児島市 45 -植物染色と新染色助剤について

Hl1.1. 20- (本場大鳥紬織物 -カードレス締め機利用による緋すり込み染色について

1. 21 協同組合) .OTVPSによるデザイン開発について

-織物設計について

-緋の色彩管理について

(西 決造，上原守峰，恵川美智子，※操利一)
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第4回

Hl1.2.3-

2.4 

鹿児島市

(本場大島紬織物

協同組合)

1 5 

3. 2. 3 開放試験室等の利用状況

件 数

ハイテク開放試験室 245 

繊維染色開放試験室 7 9 

'OTVPSによるデザイン開発について

.絵羽調・付け下げ柄の柄合わせについて

・ジャカード締め機を利用した緋廷の染色法について

.草木染色を利用した各種土産商品開発について

-織物設計・デザイン開発・原料絹糸・染色法について

(押川文隆，仁科勝海，冨山晃次)

※は鹿児島県工業技術センター職員

内 n廿ヤ

画像処理装置 (45) カードレス締め機(1 7 2) 

自動摺り込み染色装置(2 ) シャリンパイ染包装置 (26) 

利用企業数 1 9 試料数 7 1 

主に，染色堅ろう度試験機各種

3. 2. 4 技術指導・相談等の主な内容

く機織研究室〉

依 頼内容 | 処理結果

糊織物の設計製織 | 大島紬の緯献と紋組織を組み合わせた紋緋織物の設計製織を

指導し，商品化した。

草木染め大島紬仕立て製品の糸切れに| 糸の強度及ぴ{申度を測定した結果，弱くなっていることが分かつ

ついて |た。染色時の媒染剤・薬品等の使用法について指導した。

男物小柄の緋締め法について

夏大島紬の原料糸について

くデザイン研究室〉

男物のオリジナル柄の緋締め法を指導し，製品化した。

夏用大島紬は，涼感がポイントであり，そのために双糸の上下撚

数について指導した。

依 頼内容 | 処理結果

OTVPSデザイン開発 I OTVPS利用による掛からなるデザイン開発手法など多岐に

わたり指導した。

付けさげ柄デザイン開発，織物設計 | 構図，織物設計等指導した後，画像処理システム利用によるデザ

イン開発指導した。

二次加工大島紬のデザイン開発 | 二次加工大島紬デザイン開発，加工法全般の指導を行った。

ー 13-



く染色化学研究室〉

依頼内容 処理結果

本場大島紬(泥染大島紬)の変色 i尼染め大島紬を湯通ししたところ，布面全体にしらじらした現象

原因について が生じたとのことであった。湯通し処理条件などの詳細は分からな

いが観察，推察の範囲では湯通しが不十分ではないかと考えられ，

顕微鏡観察でも布面に付着物が確認できた。当センタ}で再度，湯

通し処理を実施したところ鮮明な色にもどったことからしでも湯通

しに何らかの問題があったと考えられる。

絹糸の染色不良について 絹糸を染色したところ，染着性が悪く，又染め斑も生じたとのこ

とであった。当該未染色糸について色々な面から検討，試験したと

ころ，多量のセリシンやセッケンの残留物が確認できた。精練不足

が原因であり，当センターで開発した処理方法で処理した糸で染色

した結果，この課題は解決できた。 u 
緋遊の変色及び糸の劣化の原因に 紬製造業者から緋蓬の変色及び糸の劣化についての相談があり，

ついて その原因を化学的観点から分析及び調査を行った。その結果，綿糸

のpHが異常に低いことと硫酸イオンが多いことが分かつた。硫酸

イオンの混入ルートについては解明できなかったが，分析結呆と考

え得る混入Jレートを相談者に報告した。

淡色糸緋染色について 草木染めにおいて，シャリンバイ等の植物染料を用いた染色堅ろ

う性が高い淡色糸の採み込み染色(緋染色)を指導した結果，高品

{立な製品となり，商品構成上からもバリエーションが豊富になった

ことにより，相談者から高い評価を得た。

仕上げ処理におけるシリコーン系油剤 シリコーン系油剤の使用は全国的にトラブルが絶えず，大島紬製

量の低減化について 品においても，その類似の相談は年間数十件にものぼる。その使用

は製織時の諸条件上欠かせないため，使用量の低減化や柔軟剤や仕

上げ糊剤の相溶性を考慮した仕上げ処理の指導を行った結果，緋合 u 
わせ易さ等，製織時には問題なく，むしろ地風改善につながるもの

となり，その処理の実践者は増えている。

摺り込み技法について 摺り込み染色は，緋蓬を染色した後ガス綿糸で括られた防染部を

部分的に解き，色糊を摺り込む方法であるが，今回指導した方法は，

防染部のガス綿糸を解かずにその上から染色する方法を開発したも

のである。この方法は加工工程を 1/3ぐらい省略でき，労力の低

減や，作業時間の大幅な短縮，製造コスト削減を図ることができ，

又品質向上が図られるので業界の発案者とともに技術講習会などを

開催する予定である。
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3. 3 研究会司講習会等の開催

3. 3. ， 研究会

( 1 )デザイン研究会

会 長:伊集院聴宏、 担当室:デザイン研究室 担当職員・富山 晃次

開催日 実施場所 内 容

5.26 当センター 総会，事業計商，意見交換

6.15 当センター デザイン開発と染色加工技術について

11.16 当センター きものデザインについて

2.25 当センタ} ビジュアルプレゼンテーションシステムの有効利用方法について

(2) '95奄美異業種交流プラザ「ユイクラブJ

会 長:西平 功 担当室:機織研究室 担当職員:平田清和

開催日 実施場所 内 が甘伊

5.22 当センター 総 会平成9年度収支決算，活動状況，平成10年度事業計画，収支決

算，役員改選

7.23 当センター 7月例会本年度プラザの運営と事業の件，意見交換，その他

9.10 当センター 9月例会 沖縄研修，産業祭参加，意見交換，その他

12.10 当センター 12月例会 沖縄研修，産業祭参加，意見交換，その他

1. 20 沖縄県 研修会異業種交流プラザの広域交流(沖縄サンスイ会)

-22 現地視察研修(沖縄県工業技術センター他)

2.23 当センター 2月例会 沖縄研修報告会，今後の活動予定，意見交換，その他

( 3)色明彩研究会

参加者数

1 4 

1 1 

1 3 

1 4 

参加者数

5 

1 3 

1 0 

7 

6 

1 1 

会 長:窪島弘二 担当室:染色化学研究室 担当職員:山下宜良，平 俊博

開催日 実施場所 内 d甘， 参加者数

4. 9 当センター 緋染色における淡色系地色の防染加工法について 9 

5.14 当センター 緋染色色見本の進捗状況報告と今後の役割分担について 1 0 

6.11 当センター 大島紬における糊剤の種類と用途について 8 

7. 9 当センター 染色加工における原料糸の脆化原因について 1 2 

9.10 当センター 染色加工における使用薬剤とその特性について 7 

11.12 当センター 地切れ改善試験の方法と役割分担について 9 

12.17 当センター ソーダ返し処理糸の染色性と物性試験結果の報告 8 

2.18 当センター 緋染色色見本作成の今後の進め方について 1 2 
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( 4 )餅締め加工研究会

会長:重田忍 担当室:機織研究室 担当職員:福山秀久

開催日 実施場所 内 d廿骨 参加者数

11. 24 当センター 試作経過及びジャカード緋蓮染色方法検討会 4 

11. 25 鹿児島紬織 試作経過及びジャカード緋廷染色方法検討会 4 

物協同組合

1. 5 当センター ジャカード緋建i尼染め染色検討 3 

2. 3 木邑織物 ジャカード緋定加工法技術指導 4 

2.24 当センター ジャカード緋蓮加工法技術指導 5 

( 5 )泥染め研究会

会 長:松元邦典 担当室:染色化学研究室 担当職員:向吉郁朗，安藤義則

o 
開催日 実施場所 内 内廿ヤ 参加者数

4. 8 当センター ソーダ返しの効果についての試験報告 1 1 

4.10 当センター 精練法別による泥染め試験，藍下泥染め試験結果報告 1 2 

8.19 当センター まとめ，問題提起など 1 0 

10.28 当センター 藍下泥染め試験結果報告 8 

12. 8 当センター 藍下泥染め試験結果報告，問題提起など 1 7 

3.29 当センター 来年度の活動方針の打ち合わせ，問題提起など 1 4 

( 6 )クリエイティブ奄美・鹿児島研究会

奄美会長:安田謙志 鹿児島会長:藤 静男 担当室:機織研究室 担当職員:今村順光

開催日 実施場所 内 容 参加者数

5. 8 当センター クリエイテイプ奄美研究会設立総会 会則・役員選出・年間事業計画 5 
) 

6.12 当センター 講義 「ケナフ繊維の活用と用途開発」ケナフの会代表理事鶴留 俊朗 1 0 

7.24 当センター 例会会則名称など保留内容協議 4 

9. 7 鹿児島紬織 クリエイテイプ鹿児島研究会設立総会，会日IJ.役員選出・年間事業計画 7 

物協同組合 4 

9.10 当センター 例会 グループ展開催岐阜J早との企業交流什7花まつりへの出展参加 1 3 

11. 26 当センター 例会 岐阜交流の成果普及活動及び企業交流 意見交換 6 

12.25 鹿児島紬織 例会研究会年間活動方針について 4 

1.14 物協同組合 例会 グループ展開催デザインフェア'99出展内容検討 5 

2.10 当センター 例会 デザインフェ7・99出展準備 1 0 

2.24 当センター 例会 岐阜交流の成果普及活動及び企業交流意見交換 5 

3.10 鹿児島紬織 例会 南風人館における奄美展開催について

物協同組合

重むら
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3. 3. 2 講習会

内
nヤ

廿 参加者数

35 

開催日|実施場所

5.25 I名瀬市: I r大島紬の魅力」
国立療養所
奄美和光園

機織研究室長 押 川 文 隆

5.29 I当センター IrOTVP Sの有効利用についてJ I 1 1 
カイノアテクノロジーズ(株)代表取締役 白田 耕作

6.15 I当センターIr染色加工技術のい;;'~';;， J
デンマークデザイン大教授ジョイ ボウトラップ I 3 1 

「世界の緋」
カリフォルニア大日本研究所客員研究員 和田 良子

「草木染色について」8.23 I西之表市

¥ノ
-
・
紬
組

市
島
向

島
大
協

児

場

物

鹿

本

織

合

p
h
u
 

l
 

n吋
d

9.21 I名瀬市:
本場奄美大
島紬協同組
三為
日

10. 7 I当センター

染色化学研究室長 仁科勝海 112

「伝統工芸土認定事業受審者事前講習会 大島紬製造技術全般ー」
機織研究室長 押 川 文 隆
染色化学研究室長 仁科勝海
デザイン研究室長 富山晃次

「伝統工芸士認定事業受審者事前講習会 一大島紬製造技術全般 j
機織研究室長 押 川 文 隆
染色化学研究室長 仁 科 勝 海
デザイン研究室長 冨 山 晃 次

「新しい染色技術や大島紬に使用される染色助剤について」
(株)田中直染料宿研究部長 高橋誠一郎

4 

4 

25 

11. 16 I当センター Ir不況なんて怖くないJ I 3 7 
西川 イ申デザイン事務所代 表 西川伸一

11.27 I名瀬市: I r植物繊維の活用J I 1 8 
奄美観光ホ 1 機織研究室主任研究員 今村順光
テル

2. 4 I 鹿児島市・ Ir大島紬製造工程」
本場大島紬
技術専門学
院

。 ーデザイン・機織・染色

機織研究室長
染色化学研究室長
デザイン研究室長

1 5 
押川文隆
仁科勝海
富 山 晃 次

2.10 I瀬戸内町:I r大島紬製造工程」
大島紬技能
養成所

ーデザイン・機織・染色一
機織研究室長
染色化学研究室長
デザイン研究室長

7 
押 川 文 隆
仁科勝i毎
富山晃次

2.25 I I rきものデザインのいろいろJ I 3 4 
当センター I (有)ヤマデザインルーム代 表 山下純一郎

rOTVP S利用技術の向上並びにデザイン開発手法の高度化」
カイノアテクノロジーズ(株)代表取締役 白田 耕作
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3. 4 技術情報提供業務

3. 4. 1 刊行物

刊行物名

平成9年度研究成果発表会予稿集

平成9年度業 鹿報告児書島県大島紬技術指導
センタ} 務

紬技術情報 No目 65-66

3. 4. 2 技術情報検索

(1) JOIS 

内
，廿チ→・

発 刊

平成9年度研究成果発表会の概要 年 l回くA4版〉

平平成成99年年度度研訊験究研成果究技報術告指導等の業務実績 年 l固くA4版>

年2回くA4版>

J 0 I Sは，日本科学技術情報センター(JICST)が作成する科学技術全分野の総合文献データベースであ

る。 JOISli'利用してセンター内外に科学技術の情報を提供している。 υ 

3. 5 人材育成

3. 5. 1 講師の派遣

派遣職員名 期日 講習会等の名称 指 導 技 術 地区名 人数

仁科勝海 H10. 8.24 染色技術講習会 染織技術を利用した地域おこしに 西之表 12 
ついて

押 川文 隆 HlO. 9.16 伝統工芸士認定事業に関する講習 全般的大島紬の製造に関すること 鹿児島 4 
仁科勝海 会

冨山 晃次

押 川文 隆 H10. 9.21 伝統工芸土認定事業に関する講習 全般的大島紬の製造に関すること 名瀬 4 
仁 科勝 海 b2Eえ、

冨山 晃次
) 

今村 順光 HlO.11. 27 植物繊維の活用 新商品開発への利用 名瀬 18 

押川 文隆 H11. 2. 4 本場大島紬技術専門学院座学 大島紬の機織加工に関すること 鹿児島 15 
仁科勝海 (学科講義) 大島紬の染色全般に関すること

冨山 晃次 大島紬の図案に関すること

押川 文隆 H11. 2.10 町立大島紬技能養成所座学 大島紬の機織加工に関すること 瀬戸内 7 
仁科勝海 (学科講義) 大島紬の染色全般に関すること

富山 晃次 大島紬の図案に関すること
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3. 5. 2 審査員の派遣

職員名 期日 審査会等の名称、 内 容 地区名 依 頼 先

冨山晃次 Hl0. 4. 9 朔けあまみ製品コンテスト 原化作図コン入賞作の製品 名瀬 産(財業)奄美群島地域
品審査 振興基金協会

富山晃次 Hl0. 6.25 本原場奄美大島紬ト 産地リード商品づくり 名瀬 (財)奄美群島地域
図コンテス 産業振興基金協会

脇冗康夫 Hl0. 8.20 紬グランプ1)'98 本場奄美大島理の年度 名瀬 名瀬市
ナンバーワン 品を決
める

西上平原田決守清造和峰
Hl0.ll. 20 第2団地球印競技会 工程別技術審査 名瀬 名瀬市

押仁科川文勝隆海 Hll. 2.18 龍郷町産業文化祭 大島紬部門の審査 龍郷 龍郷町商工会

にノ 3. 5. 3 研修生の受入

( 1 )伝習生の養成状況

。

大島紬の専門的知識と技術を習得させ，中堅技術者となるべき後継者を養成する。

氏

川畑 俊 美

安光奈穂子

科別

名

指

期 間

H10. 4.10-Hll. 3.18 

Hl0.4，10-Hll.3.18 

導 事

養成科目

デザイン科

染色化学科

項

担当室

デザイン研究室

染色化学研究室

デザイン科 l総合理論講義，基礎図案による模写，図案の構図と輪郭の取り方，図案の考案調製，図案の締め

加工の関係，図案と原図の関係

締加工科|総合理論講義，設計，糸操り，整経，糊張り，普通締，交替締，仕上加工，織付け，回し締，ふ

かし締，袋締，民間実習

染色化学科|総合理論講義，合成染料による染色(地糸，緋，摺込，竪ろう度) .シャリンパイ染色(地糸，

緋) .植物染料染色，植物藍染色，抜染(色緋，泥藍緋).民間実習
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( 2 )その他研究生

氏 名 期 間 研修内容 担当部室

中 村 忠 夫 H10. 4.1-4.30 花織製織について 機織研究 室

福原 綾乃 H10. 4.1-9.30 織物全般についての設計及び製織 機織研究 室

岸本 啓子 H10. 4.13-4. 24 染色技術を主とした大島紬製造工程全般 染色化学研究室

増田 寿子 H10. 4.13-4.24 染色技術を主とした大島紬製造工程全般 染色化学研究室

福中志保 H10. 4.13-4.24 染色技術を主とした大島紬製造工程全般 染色化学研究室

蘇畑 智 H10. 4. 28-8. 31 画像処理技術応用による大島紬デザイン開発 デザイン研究室

及びその手法の修得 υ 
久留みどり H10.6. 1-9.30 草木染色技術 染色化学研究室

鈴木 雅子 H10. 6. 25-9. 30 大島紬製造技術・機織全般 機織研究室

福原 綾乃 H10.10.1-H11.3.31 大島紬製造技術・製織及び締め加工 機織研究室

瀧浮 芳子 H10.10. 5-H11. 3. 31 製織を主とした大島紬製造技術 機織研究室

叶 栄子 H11. 3.19-3. 30 龍郷柄の製織 機織研 究 室

、u
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4 そのイ也
4. 1 鹿児島県大島紬技術指導センター研究開発推進会議

技術革新の急速な進展に対応し，中小企業の技術向上方策に役立てるため，紬技術指導センターの研究開発の推

進を図り，産業界及び学界の密接な連携のもとに，鹿児島県大島紬技術指導センター研究開発推進会議を設けてい

る。委員並びに会議開催は以下のとおりである。

氏 名 所 属 f主 職

赤見 東京家政大学家政学部服飾美術学科 教 f量

塩崎英樹 (財)大日本蚕糸会蚕糸科学研究所 嘱託研究員(工学博士)

谷口 尚之 (株)谷口染型工房

益田勇吉 (有)益回織物

田 中 郷 次 本場奄美大島紬協同組合

窪田 茂 本場大島紬織物協同組合

山 田 忠 憲 名瀬市産業振興部紬観光課

久 野勝 禰 大島支庁商工水産課

浜 田 邦 三 鹿児島県商工労働部工業振興課

推進会議

開催日時:H10. 6.25 (木)

開催場所:大島紬技術指導センター

会議内容:平成9年度までの事業経過

平成 10年度事業概要

大島紬業界の現状について

代表取締役

代表取締役

理 事 長

理 事 長

謀 長

課 長

課 長

大島紬技術指導センター及び業界への提言

その他
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(任期:H10.4-H11. 3) 

備 考

前神奈川県工芸技術セント所長

京都染型協同組合副理事長

大島紬伝統工芸士会(鹿児島地

区)事務局長



4. 2 研究交流推進事業
先端技術などの積極的な取り組みや研究開発能力の強化を図るため，高度な知識技能を有する研究者を招へいし，

または先進研究所へ研究員を派遣Lて，研究機能の充実を図ることを目的とする。

4. 2. 招へい研究

研究者氏名 招へい研究者の所属 研究テーマ 期 間 担当部室

高橋誠一郎 (株)田中直染料庖 新しい染色技術や大島紬に使用さ Hl0.l0.7- 染色化学研究室

れる染色助剤に関する研究 10.8 

自国 耕作 カイノアテクノロジーズ(株) 大島紬ビジュアルプレゼンテーシ Hll. 2. 24- デザイン研究室

ヨンシステムの有効利用 2.26 

4. 2. 2 派遣研究
t ノ

研究者氏名 派遣研究先 研究テーマ 期間 担当部室

安藤義則 武庫川女子大学 琉球藍すくもに含まれる色素の定 Hl1.2.15- 染色化学研究室

性・定量分析法及び植物色素のー 3.12 

般的な分析法の実地研修

4. 3 職員派遣研修

職員名 研 修 先 研 修 名 期 間

安 藤義則 東京農工大学工学部 「繊維基礎講座」 (繊維学会主催) 第 l回
Hl0. 5.21-5.22 
第 2回
Hl0.l0.16-10.17 

4. 4 委員の委嘱
) 

委員名(委嘱内容) 依頼 機 関 職員名

専任アドバイザ} 鹿児島県工業技術センタ} 仁科勝海

-大島紬染色加工研究会(鹿児島ハイてく研究会)へ

の助言，指導及び講習

本場大島紬伝統工芸士認定産地委員会委員 (財)伝統工芸品産業振興協会 押川文隆

-伝統工芸士認定のための試験問題作成及び実技試験 伝統工芸士認定本場大島紬産地委員会 仁科勝海

冨山晃次
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4. 5 各種会議・研究会・講習会等への参加
く総務課>

会 議 等 の 名 称 期 日

県議会常任委員会 4.15-4.16 

研究成果発表会 4.23 

平成 10年度主要施策説明会 5.14-5.15 

平成 10年度工業技術連絡会議物質工学連合部会繊維部会総会 5.19-5.22 
及び全国繊維技術協会総会

平成 10年度工業技術連絡会議第6回物質工学連合部会総会 6.17-6.20 

平成 10年度第 69回九州地方公設試験研究機関事務連絡会議 7. 2-7. 3 

九州沖縄地区中小企業活性化ブロック交流会 7.30-7.31 

平成10年度工業技術連絡会議物質工学連合部会繊維部会中国・ 8. 4-8. 5 
四国・九州地方部会総会及び技術専門委員会

及び平成10年度全国繊維工業技術協会中国・四国・九州支部総会

平成 10年度第 1回九州.1.沖縄地方工業技術連絡会議 8.24 

平成 10年度支援事業推進連絡会議 8.27 

平成 10年度中小企業活性化ブロック交流会 8.28 
平成 10年度中小企業活性化シンポジウム

全国公設鉱工業試験研究機関事務連絡会議 9. 1-9. 2 

平成 10年度第 70回九州地方公設試験研究機関事務連絡会議 10.13-10. 14 

工業技術連絡会議物質工学連合部会地方部会長会議・ 10.22-10.24 
全国繊維工業技術協会役員会並びに全国繊維技術展運営委員会

平成 10年度第 l回鹿児島・岐阜工業技術交流推進会議 11. 3-11. 6 

平成 10年度第2回九:1+1.沖縄地方工業技術連絡会議 1. 20-1. 23 

全繊協役員会・繊維部会地方部会長会議 2. 9-2.10 
及び第39回工業技術連絡会議

県議会常任委員会 3. 9-3.10 
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l3bEえ、 場 出席者

県庁 脇元

紬織物組合 脇元

鹿児島市 脇元

米子市 脇元

つくば市 脇元

名瀬市 脇元・岡村

田島・ 1畢遁

鹿児島市 脇元

徳島市 脇元

博多 脇元

八戸市 脇元

八戸市 脇元

大富市 i畢遺

長崎市 岡村・田島

京都府 脇元

網野町

岐阜市 脇元

長崎市 脇元

東京! 脇元

県庁 脇元



く機織研究室〉

会 議 等 の 名 称 期 日 dヱbズ、 t晶 出席者

特定産業集積の活性化事業の検討会 5.29 当センター 押川

「ものづくり試作開発支援センター整備事業j説明会 7. 3 福岡 福山

工業技術センター研究成果発表展 7. 9 鹿児島 平田

能力開発セミナー 7.12-7.18 鹿児島 福山

布のCAD関連システム講習会及び機器調査 7.28-7.29 西脇 平田

ものづくり試作開発支援 センター支援事業に係る説明会 7.29 東京 押川

工業技術連絡会物質工学連合部会繊維部会中国・四国・九州 8. 4-8. 5 徳島 福山

地方部会及び技術専門委員会

全国繊維技術協会中国・四国・九州支部総会 u 
県試験研究機関企画担当者会議 9.24 県庁 押川

吹上海浜公園ケナフ祭り 9.26 加世田 今村・瀬戸口

県試験研究機関研究成果発表展示会 10.27-10.29 鹿児島 押川

第 36回全国繊維技術展 10.25-10.26 京都 平田

物質工学連合部会繊維部会素材・製布分科会 11. 9-11.10 神奈川 福山

地球印競技会打ち合わせ会 11.10 紬組合 押川

かごしまプランドシルク展 1. 10-1. 12 鹿児島 福山

基金協会商品開発委員会 2.22 紬組合 押川

大島紬新作発表会 3.9 鹿児島 福山
¥ム

くデザイン研究室>

会 議 等 の 名 称 期 日 ~ 、 場 出席者

特定産業集積の活性化事業の検討会 5.29 当センター 冨山

物工連第 10回デザイン分科会 7. 2-7. 3 石川 富山

九州地方公設試験研究機関デザイン担当者会議 7.16-7.17 熊本 富山

県試験研究機関研究成果展 10.27 -10.29 鹿児島 富山 上原

かごしまプランドシルク展 1. 12-1.14 鹿児島 冨山

鹿児島のタベ 1. 29 東京 富山
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く染色化学研究室>

4'< 議 等 の 名 称、 期 日 左~三 場 出席者

平成 10年度工業技術連絡会議物質工学連合部会総会 5.20-5.21 米子 仁科

及び全国繊維工業技術協会総会

「繊維基礎講座 1J講演会(繊維学会主催) 5.21-5.22 東京 安藤

特定産業集積の活性化事業の検討会 5.29 当センター 仁科

平成 10年度工業技術連絡会議物質工学連合部会総会 6.18-6.19 つくば 仁科

平成 10年度九州 沖縄地域公設研究機関企画担当者会議 6.29 鳥栖 仁科

大島紬染色加工研究会(鹿児島ハイてく研究会) 7.10 当センター 全職員

ものづくり試作開発支援 センター支援事業に係る説明会 7.29 東京 仁科

し 平成 10年度工業技術連絡会物質工学連合部会繊維部会総会 8. 4-8. 5 徳島 仁科

中国 四国九州地方部会及び技術専門委員会

クリエイテイプ染織研究会発足準備会 9.7 鹿児島 西

伝統工芸士認定試験に係る講習会 9.6-9.7 鹿児島 仁科

吹上海浜公園ケナ7祭り 9.27 加世田 西

平成 10年度工業技術連絡会物質工学へ資源環境連合部会 9目 29-9.30 鹿児島 向吉

合同九州地方部会

平成 10年度工業技術連絡会物質工学連合部会繊維部会 10. 15-10. 16 鹿児島 仁科

染色加工技術分科会 西・向古

「繊維基礎講座 2J講演会(繊維学会主催) 10.16 東京 安藤

Q 
県試験研究機関研究成果展示発表会 10.26-10.27 鹿児島 仁科

平成 10年度第一回鹿児島・岐阜工業技術交流会 11. 4-11. 5 岐阜 仁科

平成 10年度工業技術連絡会議物質工学連合部会繊維部会 11. 6 滋賀 向吉

繊維試験法技術分科会

• 98画像処理機展及び製糸絹研究会 12. 3-12. 4 東京 山下・平

かごしまブランドシルク展 1. 7-1. 8 鹿児島 仁科

• 99全国伝統工芸品まつり 2.25-2.26 東京 向吉
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4. 6 視察・見学者

見学者数等
月 主な企業・団体名等

県内 県外 海外 言十

鹿児島県地域経済研究所， 7"'<ミファッション研究所，
4 16 。 。16 

町田酒造(株)， (有)山夏シルク

5 地域振興公社(加世田海浜公園) 15 2 。17 

かごしまケナ7の会，群馬県農政部蚕糸謀，
6 大鳥高校， 神奈川県，藍信染用め漁の業人(協) ， 21 4 。25 

佐藤昭人(徳島県， 開国宝)

大島紬染色加工研究会(鹿児島ハイてく研究会)， 
7 九州公設試験研究機関， 143 33 。176 

久家道子(東京都，刺しゅう作家，日本手芸普及協会)， o 
小学校(下平川・奄美)

農畜産振興事業団(東京都)，在沖縄アメリカ総領事，
8 17 2 l 20 

共同通信社

大島紬伝統工芸士会(鹿児島産地)，伊仙町織工養成所，
9 30 9 。39 

県観光課及び(株)丹青社

県立図書館，大島養護学校中等部，小学校(戸口・緑が丘・
1 0 333 。 。333 

屋仁・手花部・佐仁・湾・伊津部・朝日)

叶大島紬織物工場， J A茨城みなみ，岐阜県紙業試験場，
1 1 275 20 。295 

小学校(名瀬・小宿)

1 2 NHK出版美術部， (有)三木染料庖 16 l 。17 u 
本場大島紬(協)大島紬技術専門学院，

1 14 l 。15 
鹿児島ブランド支援センター

農畜産事業団{絹の旦) ，ウージ染協同組合，
2 36 14 。50 

栃木県農務部(養蚕プランド産地活性化対策委員会)

鹿児島大学，栃木県繊維試験場，鹿児島県知的所有権センター
3 31 4 。35 

本場奄美大島紬(協)，大鳥紬技術専門学院，地球印会

言十 947 90 111，038 
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ジャカード餅筆の加工法に関する研究

福山秀久，上原守峰，平田清和，山下立良，平俊博

重田忍判，吉村博吉・.積良一"益田勇吉・，喜久紹昭事，中川季夫・ 2

平成 6. 7年度に技術開発を行った「デザイン・緋締めシステムJ (ジャカード締め機)を利用した，従来にな

いテ・ザイン展開による新商品開発の効率化を図るために，製品試作をとおしてシステムの改善点や三重構造となっ

ているジャカード緋鑑の緋解きなど加工法について検討を行った。

なお，製品試作に関しては「緋締め加工研究会J (奄美・鹿児島両産地)の協力を得て行った。

1.はじめに

大島紬の緋製法は経糸にガス綿糸を使用し. 10数本の絹

糸を糊で固めた糊張り糸を緯から織り込んで締める。これ

'-__ ).-I織締め法」と呼び大島紬独特の緋製法となっているが，

従来の緋締めではー模様締め終わるたびに経糸を切り離し

て筏羽へ通し替える作業が必要である。

ジャカード締め機による緋締めでは，経糸を切り離すこ

となく模様を変えて締めることができる。このジャカード

締め機を利用しで，従来の緋締めでは困難であろうと思わ

れるようなデザイン展開の製品試作を行った。

2. 

2.試作

製品試作の流れ

。
の 作成

着物レイアウト図に線描き (A3サイズ)

下絵の 読み 取り

カラーコピーによる読み込み

郭 取 り

モニター画面に処理箇所を表示しタブレツ

ト・スタイラスベンにより輪郭取り

詰め

緋パターンを作成し輪郭取りした部分に展

開
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図 l 製品試作の流れ

* 1 緋締め加工研究会(奄美産地) * 2 緋締め加工研究会(鹿児島産地)
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図2 着物レイアウト図

2. 2 試作織物規格

2. 2. 1 奄美産地

原料糸 大島紬用練り絹糸

経緋糸 31 g /2， 500m 

経地糸 30 g /2， 500m 

緯緋糸 32 g /2， 500m 

緯地糸 28 g /2， 500m 

捨て糸 ナイロン 3号

筏密度 15.5算(15.5羽/cm)

筏幅 640羽 (41.3cm) 

経糸本数 1，280本

経糸配列緋 2，地 2，緋 1，地 1

緯糸織込緋 2，地 2，緋 1，地 1

経緋品数 401品

緯緋品数 12，565品

染色 泥染め染色

2. 2. 2 鹿児島産地

原料糸 大島紬用練り絹糸

経緋糸 40 g /2， 500m 

経地糸 40 g /2， 500m 

緯緋糸 40 g /2， 500m 

緯地糸 40 g /2， 500m 

捨て糸 ナイロン 3号

筏密度 15.5算 (15.5羽/cm)

筏幅 640;];] (41. 3cm) 

経糸本数 1，280本

経糸配列緋 1，地 2

緯糸織込緋 2，地 l

経緋品数 401品

緯緋品数 12，565品

染色 化学染料染め
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2. 3 デザイン作成

デザイン作成にあたっては，奄美・鹿児島両産地とも従

来の製造方法では困難で、あろうと思われるようなデザイン

展開の製品作りを基本とし 織り上がり状態のシミュレー

ションによる検討を重ねながら奄美産地は割り込み式，鹿

児島産地は 9マルキ式の絵羽柄に決定した。

作成した下絵をカラーコピーにより読み込んで，画像処

理装置 iGD-1200Jにより「輪郭取り Jを行い，あ

らかじめ作成しておいた柄パターン(図 5，図 8)を「緋

詰めj処理により任意の場所に展開し緋デザインを作成し

た。

¥唱世/

図3 奄美産地試作下絵

図4 奄美産地試作製品(部分)



ノ、、布引〆

精華柄(アレンジ)

割り込み十の字

図5 展開柄パターン(奄美産地)

図6 鹿児島産地試作下絵

図7 鹿児島産地試作製品(部分)

濁江

図8 展開柄パターン(鹿児島産地)

2. 4 緋締め

着物仕立て上がり状態で作成したデザインを，反物状態

へのデザインに展開し ジャカードの針位置に置き換えた

画像データへ変換する「かすり編集」の後，直接ジャカー

ドの縦針を動作させる iCG Sデータ変換Jを行い，フロ

ッピーに保存し，ジャカード締め機のコントローラのハー

ドディスクヘコピーして緋締めを行う。

緋締め機は，圧縮空気によって筏打ち・経糸張力調整を

行う空圧締め機によって行った。

まず，模様を開口させて絹糸 8本を糊で固めた糊張り糸

を緯から織り込み，つぎに模様で組織されなかった経糸を

関口させて捨て糸となるナイロン糸を織り込む。

締められた緋笈は，緋糸とナイロン糸の二重の織物とな

る。

なお，緋締めに要した日数は次のとおりであった。

奄美産地

経緋 (401品602フス) 32日

緯緋(12，565品) 38日

鹿児島産地

経:和十 (401品401フス) 18日

緯緋(12，565品) 35日
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2. 5 染色

2. 5. 1 泥染め(奄美産地)

第一工程

染→石→染→染→染→石→染→染→染→石→染→染→染→

石→染→染→染→乾燥

第二工程

第一工程を繰り返した後，泥回で採み込み

第三工程

第一工程を繰り返した後，泥田で採み込み

第四工程

第一工程を繰り返した後，泥田で採み込み

水洗いで終了

染:シャリンパイ液による染色

石:石灰液浸漬工程

2. 5. 2 化学染料染め(鹿児島産地)

染料 ラニーJレ・オリーブBG

染料濃度 5% (owf) 

糊抜き日数 1 0日

冷液採み込み(1時間)

温液採み込み (15分)

染液をi持騰させて火を止めた後， 5分間緋鑑浸潰

(*酢酸使用せず)

2. 6 緋加工

染色後の緋鑑解きに関しては，緋廷が二重の組織になっ

ているために通常の緋解きではできないため，次の方法で

行った。

染め上がった緋建を 1-2 cmの幅に裂き，捨て糸となっ

ているナイロン糸を引き抜く。 ナイロン糸を引き抜くこ

とによって，模様で組織されない経糸がはずれる。

その後，通常と同じ様に経糸ガス綿糸で締め込まれた緋

糸を解く。

特に奄美産地の緋築は長緋を使用しているため，なるべ

く細く裂く必要がある。
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2. 7 製織

製織は高機による手織りで行ったが，奄美産地の製品に

関してはデザイン的に地空き部分が大きく，経緋合わせに

技術を要した。

鹿児島産地製品は数回試験染めを行い本染めに入ったが，

緯緋に染めムラがあり緋合わせが困難であった。

3.まとめ

今回の製品試作では，従来にない柄展開に取り組んだこ

ともあり，多くの課題点が出てきた。

デザイン作成に関して，特に奄美産地のデザインはより

インパクトのある柄展開にしたいということで，地空き部

分を多用したが，染色の際に地空き部分の緋糸が乱れない

ようにアゼを取りながらの経緋締め作業や，製織の際にか¥

空き部分を挟んだ次の経緋点がずれないような経緋調整~

など，各工程で細心の注意を払う必要があった。

デザイン検討を行う際は，これらの各工程の作業性を考

慮する必要がある。

緋締めに関して，緯緋は12，565品と通常の緋締めでは考

えられない品数であるが，奄美・鹿児島両産地試作品とも

約 1ヶ月で締めることができた。

経緋締めに関しては，鹿児島産地が18日，奄美産地が

32日となっているが，これは鹿児島産地の試作品が経緋l

品l本に対し奄美産地の試作製品が割り込み式であり，経

緋 1品2本と 1品l本の交互になっているために，経緋締

め本数が5割増しになっているためである。

緋建染色に関しては，緋締めの際の経糸引き込み密度が

国本/cmと高密度になっているために二重組織の捨てJ
糸で織り込まれた部分が壁となって染料の浸透を妨げてい

る。今後のシステム利用法としては，必要のない経糸は組

織させない方法が考えられる。

なお，今回の製品試作にご協力を頂きました「緋締め加

工研究会J，三木染料唐，相星染色，撰泥染め工場の方々

にお礼申し上げます。
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直織による紋織製品開発研究(第 3報)
恵、川美智子，平田清和，福山秀久，押川文隆

大島紬の緋表現についてこれまでに，平織にとらわれない織組織を変化させた新しい緋表現による紋織大

島紬を開発してきた。1)， 2)本研究では，大島紬の緋図案の図柄を織組織の紋柄で表現するためにジャカード

の直織装置を用い，パターン紋織を柄紋織へと展開し，平成 8~9 年度はパターン紋織の基本組織や変化組

織について柄紋織を行った 03)平成10年度は，図柄に変化を持たせるため，複数の組織を併用した柄紋織の

f食言すを行った。

1 .はじめに

大島紬の新たな緋表現として，織組織に検討を加え，

平織から紋織へ展開しているところである。本研究で

は，これまでの紋織の研究を基にして大島紬の図柄を

織組織で表現し，さらに織組織と緋を一体化した紋緋

にして，紋織大島紬をパターン紋織から柄紋織に発展

させることを目的とした。

8年度は，パターン紋織の基本型を用いサベ紋織や

ベタ紋織の組合せにより柄紋織を行った。紋緋柄織は

lモト緋で、行った。 9年度は，柄紋織を基本型から紋

部分の大きさを変えた変化型へ展開した。紋緋柄織は

総緋で、行った。

1 0年度は，図柄に変化を持たせるため，複数の組

織を併用した柄紋織について，紋緋柄織は 1モト緋で

検討を行った。

2.研究方法

2. 1材料

大島紬原料を使用した。

2. 2手織機及び製織方法

手織機は大島紬用高機に直織装置を搭載した紋緋用

直織機を使用した。製織は，フロッピーの紋柄データ

の情報をコントローラーを介して手織機に連動し，そ

の経糸開口動作を直織装置で制御し足踏みスイッチで

開口を行い，緯入れ筏打ちは手動で、行った Q

2. 3紋紙データ作成及び紋織試験

紋緋用直織機のCGS紋紙データ作成は，京都市染織

試験場制作のCGS紋紙作成システムソフトを使用した。

柄紋織の組織は，平織と紋織大島紬の lモト越式の

ノfターン紋織の組織を使用した。(図1，2，3，4，5，6)

柄紋織は，大島紬の図柄を織組織で表現するために，

平織地組織に図柄の組織をパターン紋織の基本型で紋

柄を興し，それを基に変化型や複数組織併用の紋柄を

興した。織組織の紋紙データ化を行うとともに，無地

紋織と緋紋織(紋緋)による試織を行った。

圃

-~--…-ーーーー一周Eー___.1・L-"・..11・::~園」 戸田-._---二回c

図 1 平織

図2 サベ紋織の基本型
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図4 ベタ紋織の基本型
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図5 ベタ紋織の変化型(タテ方向変化型)

2. 4 織物規格

原料糸 大島紬用練り絹糸

2. 4. 1 無地紋織

経糸 31. 0 g /2， 500m 

緯糸 40.0 g /2， 500m 

染色 経糸泥染め

緯糸未染色(白糸)

筏密度筏幅 15.5算 (640羽)/41. 3cm 

経糸総本数 1，280本

2. 4. 2 緋紋織

大島紬原料 7.2マルキヨコ緋(多色使い)

経 糸 地 糸 31.0g /2， 500m 

緯糸緋糸 32.0g /2， 500m 

染色 緋糸 泥染め，合成染料染め

地糸泥染め

筏密度筏幅 15.5算 (640;];])/41. 3c凶

経糸総本数 1，280本

糸密度 経糸 31本/cm

緯糸 28本/cm

緋締め法 交代締め

緋締め筏密度 15.5算

緋使い lモト越式 lモト緋

図案の越数 3，200越

3. 結果

3. 1 紋紙データ作成

大島紬緋図案から紋柄データ作成は， 15.5算 1モト

越式 7マルキのユタフコ調地空き柄で、行った。緋図案 }ノ

の模様のない部分は平織組織で残し，緋部分だけ紋組

織(紋柄)で表現した。

3. 1. 1 基本型

柄紋織の基本型は，パターン紋織の基本型を用いて

紋柄を興した。図柄の模様にはサベの緋とベタの緋が

あり，大島紬の緋糸と地糸の配列パターンの 1)11頁毎に

緋を並べて配置するサベの緋配置部分はサベ紋織で，

1 )11買毎に緋をずらして配置するベタの緋配置の部分は

ベタ紋織で紋柄にして，サベ紋織とベタ紋織の組合せ

の柄紋織にした。(図7)
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図7-3 ベタ紋織の部位

3. 1. 2 変化型

柄紋織の基本型を基に変化型では タテ方向変化型

を用いて図柄全体の紋部分をタテ方向に変化させた。

(図8)続いて，ヨコ方向変化型を用いて基本型の紋部

分をヨコ方向に変化させた。サベの緋配置では，ヨコ

方向に緋配列の 1)11貫目と 2)11貫目がつながりサベの緋配

置は表さなくなるので，ベタの緋配置部分のみ変化さ

せた。(図9)

圃圃 1・盟国圃La::a二周 E圃 ......・ ・・ -・.--. 園周
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図8 柄紋織 変化型(タテ方向変化型)

図9-2 柄紋織変化型

サベ紋織基本型

ベタ紋織変化型(ヨコ方向変化型)

3. 1. 3 複数組織併用

複数組織併用の柄紋織は，紋柄に変化を与える為に

図柄の紋組織を部分的に異なるものにした。基本型と

変化型を組合せ紋柄を興した。(図10)
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10-5 サベ紋織基本型の部位
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図10-6 ベタ紋織 ヨコ方向変化型の部位

田タテ糸の浮き 口ヨコ糸の浮き

3. 2 紋織試験

3. 2. 1 無地紋織

無地紋織は，図柄の模様を無地の地紋で表現する。

基本型，変化型，複数組織併用はそれぞれの紋組織の

地紋で図柄を表現した。基本型は，図柄の模様を大島

紬の緋糸と地糸の配列パターンと緋配置の原型に合わ

せて紋柄にしたので，忠実に図柄を地紋で表現した。

変化型と複数組織併用は 基本型の紋部分及び緋の間

隔の大きさに変化を与えているので，基本型から変形

した地紋で図柄を表した。紋部分を構成する糸数は，

基本型はタテ糸 2本，ヨコ糸 2本である。変化型のタ

テ方向変化型はタテ糸 l本，ヨコ糸 l本で，ヨコ方向

変化型はタテ糸 4本 ヨコ糸 2本である。無地の地紋

は基本型を基準にすると，変化型のタテ方向変化型は

基本型より紋部分を構成する糸数が少ないので，地紋

が小さく織布は紋柄が小さく浮き出し図柄を弱く表し

ている。ヨコ方向変化型は紋部分を構成する糸数が多

いので，基本型より地紋が大きく，織布は紋柄が大き

く浮き出して図柄を強く表している。複数組織併用は，
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紋部分の大きさの違いにより地紋に大小ができ，基本

型を基準にして図柄をより強く表す部分と弱く表す部

分があるものになった。無地紋織は 基本型や変化型

のタテ方向変化型は紋柄が単調で ヨコ方向変化型は

サベ紋織の基本型とベタ紋織の変化型の組合せで紋柄

に変化が現れ，複数組織併用は組織の増加からさらに

変化のある紋柄になった。(図11)

図11 織布無地紋織複数組織併用

3. 2. 2 緋紋織

緋紋織は，緋と織組織を組合せて紋緋にした。緋合

わせでは，紋柄が緋模様の図柄を表現しており，紋部

分の大きさに関係なく，基本型，変化型，複数組織併

用のいづれも，紋部分が緋合わせの目安になった。

図12 織布緋紋織複数組織併用

紋緋は基本型を基準にすると，変化型のタテ方向変化

型は紋部分が小さいので緋を小さく表し，緋模様が弱

く薄く表された。ヨコ方向変化型は紋部分が大きいの

で緋を大きく表し，緋模様が強く鮮明に表された。複

数組織併用は，紋部分の大きさの違いにより紋緋に大

小ができ，緋模様の出方に強弱があり，緋表現に変化

ができた。(図12)

4. まとめ

紋織大島紬の緋表現をパターン紋織から柄紋織に発

展させ，前回までに基本型や変化型で紋柄表現と紋緋

表現を可能にしたが，今回，柄紋織に複数組織を併用

したことで単調な紋柄表現と紋緋表現が豊かになり，

紋織大島紬の緋表現がさらに広がった。図柄によって

ポイント部分により浮き出しの大きい組織や小さい組

織を組むことで図柄に変化を与えることができるので，

同じ紬原料で多様な紋緋表現ができる。

これまで，大島紬の織締め緋と織組織の a体化した

紋緋について， 1モト越式の緋について検討を加えた

が，今後は，大島紬の他の緋使いについても紋組織が

可能なので，それぞれのパターン紋織や柄紋織につい

ても検討を加え，紋緋織物としての紋織大島紬の普及

に努める。
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製織における経糸の張力及び織機の挙動
一大島紬製織装置の効率化に関する研究(第2報)

瀬戸口正和，平田清和，定、川美智子，押川文隆

近年の大島紬を取巻く環境においても，織り作業の従事者の高齢化問題や新製品開発で様々な緋の出し方が

必要とされている所でもあり，織り作業を見直し魅力のある工程にしていくための取組みが必要である。

大島紬での手織機については，高機にかわってから種々の改良がなされて今日の状態に至っているが，手織

機自体の基本的な構造は変わっていないため，従事者の体格面での対応等も含めて織作業及び作業者のよりよ

い環境づくりとの関連では改善の余地が数多く残されている状況であり，製織作業の効率化や品質向上が望ま

れている。

今年度は，従来の手織機と一部改造を行った織機での製織における経糸の張力挙動の測定を行った。その結

果，従来の織機では綜統の開口時に張力がかなりの範囲で変化するが，一部改良することである程度の経糸の

張力変動を抑制することができた。また，織機の挙動として製織時の緯糸打込み装置の動きについての解析を

行った。その結果，打込み時の変化量・速度・加速度及び打込み間隔等の基礎データを得た。

1.はじめに

大島紬製造における最終工程での織作業では徹密な緋

合わせが必要であるが，あまり細かい分析や織り作業自

体への突っ込んだ研究はほとんど行われていない状況で

ある。近年の大島紬を取巻く環境においても，織り作業

の従事者の高齢化問題や新製品開発で様々な緋の出し方

が必要とされている所でもあり，織り作業を見直し魅力

のある工程にしていくための取組みが必要である。

2.研究方法

2. 1 製織における経糸の張力挙動

従来の織機では経糸は千切りから間丁を経て綜統，筏

を通り千巻で巻取られる構造になっている。

そこで，従来の手織機での製織における経糸の張力挙

動と昨年度改造した経糸張力調整機付き織機1)の間丁部

をフリーローラ一試へ改造したもので経糸の張力挙動を

測定した。

張力の測定ポイントは問丁から綜統までの聞で糸を平

o 

大島紬での手織機については，明治中後期にかけて地

機から高機にかわってからフレームの大きさや筏打ち，

足踏み，巻取り部分など時代に応じ種々の改良がなされ

て今日の状態に至っている。

行にし，他の経糸の影響を受けないように張力検出部に"

はカバーを付けた状態で行った。その測定状況を図 lに、，

示す。

しかしながら，手織機自体の基本的な構造は変わって

いないため，従事者の体格面での対応等も含めて織作業

及び作業者のよりよい環境づくりとの関連では改善の余

地が数多く残されている状況であり，製織作業の効率化

や品質向上が望まれている。

手織機の良さを客観的に把握する手法に取組むと共に

織作業性の向上を目指し，手織作業全般を見直していく

こととする。

今年度は，従来の手織機と一部改造を行った織機での

製織における経糸の張力挙動の測定と，織機の挙動とし

て製織時の緯糸打込み装置(以下バッタン)の動きにつ

いての解析を行った。
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2. 2 製織における織機の挙動解析

製織工程において，経糸の張力と緯糸の打込み力の関

係が製品の風合いに影響を及ぼすと考えられることから，

製織時のパツタンの動きについてピデオカメラにて撮影

を行い，パツタンの移動した軌跡を動画間像処理するこ

とで変位量 速度・加速度を算出し，織機の挙動解析を

行った。

2. 3 織物規格

原料糸 大島紬用練り絹糸

経糸 8.2匁付 (30.75g) /2，500m 

緯糸 8.0匁付 (30.00g) /2，500m 

染色 経糸，緯糸: 泥染め染色

筏密度筏幅 15.5算 (640羽)/41.6cm 

経糸総本数 1，280本

織種別無地織物

2. 4 張力測定方法

経糸張力調整機のダイヤル値を2007.1'ら600の聞で変化

させ，下記の張力計で経糸中央の基準糸の値を測定した。

なお，関口時の足踏みや筏打ち及び緯糸の符入れは従来

同様の手作業で行った。

・ポイント測定時

チェックマスター (CM-100，英光産業製)

最大張力 100g，200g切替式

-連続測定時

テンションチェッカー (CB-20，英光産業製)

最大張力 20g，100g切替式

データ収集システム制R-llO，キーエンス製)

サンプリング周期:50msec， 0.2sec 

2. 5 織機の挙動解析方法

計測したい部分(今回はバッタン)に色マーカーを添

付し，その添付した色マーカーが映るように製織作業を

ビデオカメラにて撮影を行い，色の移動した軌跡地、ら変

位量・速度・加速度を算出した。

ピデオカメラ (DCR-TRV900，ソニー製)

動画画像処理 (DOU-2020，エムテツク製)

3.結果

3. 1 製織時の経糸張力

織物の製織作業時の動作において，カ織機などでは主

運動として①関口運動，②緯入れ運動，③筏打ち運動が

あり，副運動の巻取りや送り出しそして緯糸替えなどの

補助運動があり一連のタイミングがクランク軸の回転と

合わせて時間軸でのタイミングダイアグラムとして知ら

れている。引

一方，手織機の作業では，①開口作業，右(左)足で踏

み木を踏む，②緯糸打込み，右(左)手で符を梓道に投げ

て緯糸を通す，③筏打ち，左(右)手でバッタンを持ち筏

打ちをする。以下，逆の足や手で一連の動作を行うこと

で織り進んで、いくことになり，力織機での運動と同様で

はあるがタイミングダイアグラム的なものは見あたらな

いようである。

これまで，一連の作業は織工の熟練度ということで見

られており，特に張力の連続的な変化と関口との関連で

の数値的な測定は少ない。

そこで，従来の織機により，製織時の経糸の張力につ

いて連続的張力変化の挙動を測定した。その結果を図2

(a) -(b)に示す。

図から，経糸張力の平行状態(足を踏み込まずに綜統

が同じレベルにある状態)での張力設定は26g程度であ

り，計測フレームとしては綜統を閉口させるために踏み

木を左右の足で交互に踏むことから 2回の張力変動があ

り，サンプリング周期が50msecであることから約607レ

ーム (3秒)程度で lサイクルとなっている。また，今

回の測定ではパッタンの打込み時の経糸張力に及ぼす影

響は認められなかった。

図の張力値は経糸 l本の関口一連動作における張力変

化を追ったもので，中日開口であることから経糸は足踏

みの左右いずれでも引上げられるか引下げられるかとさ

れるため，踏み込まれた最終位置で張力がピークとなり，

最大で60g近い張力が掛かっていることがわかった。逆

に踏み変えるときに平行状態での張力より低くなること

もわかった。これは，綜統の関口により経糸が伸びた状

態から足を踏み変えたとき瞬間的に平行状態に戻る。そ

の時経糸は伸びた状態から急激に縮み再び伸びた状態に

なる。これが短時間に行われるために，その反動として

平行状態での張力設定値よりも低くなってしまったと思

われる。その結果，綜統の関口動作により，経糸の張力
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改造前では目盛り350から450にかけての不連続な部

分や関口等による糸の伸縮に対しての張力値の差が大

きいが，千切りの取付け部及び閑了部における糸と木

の摩擦抵抗が大きいためと考えられる。

問丁部をフリーローラ一式に改造することで糸との接

触部の摩擦抵抗が少なくなり，経糸の張力が設定値に近

値はかなりの範囲で変化しながら定常的に負荷の掛か

った状態で，製織作業は行われているために，経糸へ

の張力の設定が品質への影響を大きくしているものと

考えられる。

くなった。

また，伸子の影響や綜統の関口等経糸の張力を変化さ

せる要因が発生しでも経糸張力調整機により，張力の変

化が小さくなった。

しかし，千切りの取付け部が従来週りのため，経糸張

力調整機の作動により，摩擦抵抗が取付け部に集中し，

より顕著な影響が出ることがわかった。
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従来の織機では経糸は千切りから間丁を経て綜統，筏

を通り千巻で巻取られるため，千切り及び千巻きの取付

け部と問丁部の糸の接触部ではかなりの摩擦抵抗が発生

しているはずである。
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そこで，従来の織機の問丁部をフリーローラ一式へ改

造し，製織せずに経糸張力調整機のダイヤル値を連続的

に変化させた場合(以下連続)と各値でそれぞれセ γト

した場合(以下単動)で伸子を張る前，張った後，右足

・左足踏込み時の張力値を測定したp その結果を|到3

綜統を関口させた状態(連続)図3(b) 

(a) -(d)に示す。

図から，各条件において，経糸の張力とダイヤル目盛

り問はほぼ直線的な関係が見られる。
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図3(c) 伸子を緩めた時と張った状態(単動)
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図3(d) 綜統を関口させた状態(単動)

次に，伸子は布幅を定めるとともにバッタンの作動を

。軽くし，緯糸の打込みを容易にする働きがあり，両端の

経糸と筏の問に生じる摩擦による毛羽や糸切れを防止す

る効果があるとされている。川

しかし，製織作業において伸子は織り進むごとに取付

け位置を変更する必要があり，製織作業の中断を余儀な

くされ，回数も非常に多い。

そこで，伸子の影響を調べるために，伸子の有無によ

る製織を行い，その時の経糸の張力を測定した。その結

果を図 4(a) -(b)に示す。

図から，伸子を使わずに織った場合も前記の改良織機

の張力測定同様に，各条件で経糸の張力とダイヤル目盛

り間はほぼ直線的な関係が見られ，張力を強くすると織

前部の幅が狭くなり，織幅も狭くなった。

また，張力を強くするとパッタンの作動が重〈筏がき

つくなり，打込みが弱くなるので，強く打込もうとし

てきつい製織作業になり非常に疲れるとともに，耳糸

が切れやすくなった。
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図4(a) 伸子なしでの製織時の張力
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図4(b) 伸子の影響

次に，従来の織機では織り進むことで織前と間了間

の距離が変わり経糸の張力が変化するとされており，

織り進み長さは織工の技量によりまちまちである。

そこで，織り進みに関係なく経糸の張力が変化しな

ければ長織りができ，織上がりは安定した品質が得ら

れることになることから，千切り部にクラッチ・ブレ

ーキ付きモータを利用した経糸張力調整機(昨年度改

造)での，織り進みにおける張力の変化を測定した。

その結果を図 5(a) -(b)に示す。

図から，通常織り進んでいくと経糸の張力が強くな

るとされているが，経糸張力調整機により，織り始め

を除くと伸子を張っても綜統を閉口しでも織り進んだ

時の張力は変化しないことがわかった。これは，織り
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始めについては千切りの取付け部の抵抗及ひ。間丁部に

おける糸と木の摩擦抵抗により張力調整機能が安定し

ないが織り進んでいくことで綜統の開口やバッタンの

打込みにより，経糸が伸び縮むことで摩擦抵抗が張力

調整機能で吸収されるために安定してくるためと考え

られる。

手織機の千切り部をクラッチ・プレーキ付きモ}タ

を利用した経糸張力調整機等へ一部改造することによ

り，ある程度経糸全体の張力変動を抑制することがで

き，安定した織上がり品質が得られると期待される。
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3. 3 パッ空ンの動き解析

製織工程において，経糸の張力と緯糸の打込み力の関

係が製品の風合いに影響を及ぼすと考えられることから

製織時のバッタンの動きを把握するために，筏取付け部

のバッタンサイド部に色マーカーを添付し，その添付し

た色マーカーが映るように製織作業をピデオカメラにて

撮影を行い，色の移動した軌跡から動画面像処理するこ

とで筏羽部分でのバッタンの経糸方向の変化量，速度，

加速度を算出し，織機の挙動解析を行った。その結果を

図6(a) -(c)に示す。

図から，バッタンの打込み変化量は約20cm，速度は約

1 m/sec，加速度は約3，OOOcm/sec'であり，バッタンの

打込み間隔は 1サイクル(左右の足を交互に踏む)約3

秒程度等の基礎データを得た。 υ 
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図5(b) 織り進みと張力の関係(綜統の開口)
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図6(a) バッタンの打ち込み変位量
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図6(b) バッタンの打込み速度
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1..-.より顕著な影響が出ることがわかった。

④手織機の一部を改造することにより，ある程度経糸の

張力変動を抑制することができた。

⑤伸子を使わずに織った場合，張力値を強くすると織前

部の幅が狭くなり，織幅も狭くなった。また，簸がきっ

くなり，バッタンの打込みが弱く，耳糸が切れやすくな

る。

⑤通常織り進んでいくと経糸の張力が強くなるが，経糸

張力調整機により，織り進んでも張力は変化しない。

⑦織機の挙動として製織時のパッタンの動きについての

解析により，同装置の打込み時の変化量速度・加速度

及び打込み間関等の基礎データを得た。

今後，これらのデータ及び織機の構造解析を基に適正

な張力の範囲や効率的な織機の改造または試作等につい

て取り組んでいきたい。
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図6(c) バッタンの打込み加速度
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本実験で得られたことをまとめると以下のとおりであ

る。

CI:従来織機で製織時の経糸の張力は綜統の関口により，

かなりの範囲で変化することがわかった。

②問丁部における糸と木の摩擦抵抗が大きかったが，

リーローラにすることで糸の接触部の摩擦抵抗が少なく

なり，経糸の張力が設定値に近くなった。

③伸子の影響や綜統の関口等経糸の張力を変化させる要

因が発生しても経糸張力調整機により，張力の変化が小

さくなった。しかし，千切り部が従来通りのため，経糸

張力調整機の作動により，摩擦抵抗が取り付け部に集中

7 

u 
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鹿児島・岐阜工業技術交流事業の成果普及事例について

今村順光，西決造，上原守峰，押川文隆，仁科勝海，大薮周三ぺ高田誠叫

平成9年度から10年度にかけて，鹿児島・岐阜工業交流事業の成果普及活動を行ってきた。そして，それ

ぞれの地域資源・製造技術を活かした製品開発に取り組み，その成果を地域企業等の新分野への取り組みへ

つなぐことを目的に，県内の中小企業・団体等からの技術相談や繊維活用の問い合わせに対応するため，商

品づくりの支援協力及び技術指導を行った。

また，岐阜県紙業試験場から県内の企業との交流方法について打診を受け，クリエイテイプ研究会が窓口

となり「鹿児島・岐阜企業交流」として，意見交換会を開催することができた。その中で，活発な事例報告

や繊維の活用方法について多くの意見・質問が出された。さらに，これからの企業相互交流の必要性につい

ても意見が交わされた。

1.はじめに

これまでの技術交流と共同研究の成果を普及させる

ため，県内の中小企業・団体等から寄せられた商品開

発の支援協力と技術指導・相談に応じてきた。そして，

両研究会が窓口となり商品開発のネックになっている

技術的な問題点・課題等を話し合うため，意見交換会

を開催した。また，多くの関係者・機関と面談する機

会が得られ，問題解決の一助として意義のある交流会

を一歩進めることができた。

2.成果普及への取り組みについて

技術交流と共同研究の成果を普及させるため，次の

内容で意見交換会を行った。

( 1) I成果普及と企業交流」の意見交換会について

「クリエイテイプ奄美」との意見交換会

( 3 ) Iケナ7繊維の活かし方」の依頼試験について

は)紙布着尺 紙布帯・和紙の商品開発について

1)紙布着尺 紙布帝の商品化への取り組み相談

2)両産地の企業による芭蕉紙の商品化について

3)自社商品と組み合わせる紙糸紙の開発とイン

テリア用衝立の商品化について

4)和紙技術の研修生受け入れについて(美濃産地

の調査及び受け入れ等について)

5)ケナ7繊維を活用した試作試験について

・製糸加工方法(撚糸・紡績)について

不織布の試作試験について

・モーJレド(立体抄紙)の試作試験について

6)紙糸・紙原料及びさねん紙の調達方法について

7)大島紬と焼酎への和紙活用について

パッケージ等への活用相談について

u 

「クリエイテイプ鹿児島」との意見交換会

( 2) I岐阜織物産地の動向調査」について 4. 成果活用・普及の意見交換会の開催 u 
「クリエイテイプ鹿児島」の岐阜訪問について

3.成果活用の技術相談・指導

3. 1 相談指導の対応内容

( 1 )相談者数:35名/年間(企業・個人 団体)

( 2 )相談件数:250件/年間(来館・電話・訪問)

(3)地域別・ 9地域(県内の市町村)

3. 2 技術支援・協力の内容

( 1) I特許権許諾願の進達と技術指導Jについて

( 2 ) I泥染め技術の和紙染色」への応用について

4. 1 rクリエイティブ奄美」との意見交換について

( 1 )日 時・平成10年1月26日

( 2 )場所:当センター会議室

( 3 )出席者:19名

①クリエイテイプ研究会(5名)

②美濃市内企業(3社)

③当センター職員(7名)

脇元館長外6名

G:岐阜県紙業試験場職員(4名)

横田場長外3名

"岐阜県製品技術研究所(旧:繊維試験場)， ・2岐阜県製品研究所美濃分室(旧:紙業試験場)
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( 4 )意見交換の内容について

1 )鹿児島・岐阜の技術交流の取り組みについて

①交流~共同研究~成果普及のこれまでの総括

について(高田/主任専門研究員)

②泥染め技術の和紙染色への応用について(西

/主任研究員)

2 )両県の交流成果の活かし方と企業交流の進め

方について

①美濃市内3企業から交流成果を活かすための

商品化への取り組みについて。

②「クリエイテイプ奄美」研究会会員から商品

開発事例及びこれからの取り組みについて。

3 )その他(意見交換のまとめ)

①現在，月桃香り入のi鹿込紙と紙布織物の商品

化を進めているので技術支援と協力を依頼す

る。

②月桃紙の絵はがき，便せん等の在庫が少なし

次の商品化を検討している。

4. 2 ["ヲリエイティブ鹿児島」との意見交換について

( 1 )日時:平成11年2月24日(月)

( 2 )場所:本場大島紬織物協同組合

( 3 )出席者:9名

①「クリエイテイプ鹿児島J研究会(6名)

②岐阜県紙業試験場(1名)場長:横田 忠夫

③当センター職員(1名)

④(社)鹿児島県特産品協会(1名)指導員:滝下隼人

( 4 )意見交換の内容について

①両県の工業技術交流の成果普及の事例について

o ci今後の織物製造に係わる取り組みについて

‘ 

③両県の企業技術交流・協力について意見を交す。

( 5 )その他(意見交換のまとめ)

①研究会のメンバー数名が岐阜県繊維試験場を中心

にテキスタイル関連企業の訪問を計画しているの

で岐阜県紙業試験場の協力を依頼する

②洋装化に関して，岐阜県のアパレル業界・縫製業

・ファッションデザイナ一等との交流が必要であ

るとの意見が交わされる。

@作品の展示会及び発表会等についてプランド支援

センターの活用を勧められる。

4. 3 ["岐阜織物産地の動向調査」について

( 1 )日時:平成11年3月3日-4日

( 2 )場 所:岐阜県繊維試験場及び繊維・織物関係

企業訪問(6社)

( 3 )出席者:9名

①岐阜県繊維試験場(5名)坂口場長外4名

②当センター職員(2名)

③クリエイテイプ鹿児島(2名)

(4 )意見交換の内容について

①研究会の取り組みについて

②各試験場の研究開発の現状について

③今後の技術交流について

④その他(織物について意見交換)

. i，尼染め糸の再利用(撚糸・紡績)法について

.洋装生地の製織・縫製加工技術の実態調査について

両県の繊維関連企業の技術交流について

-繊維素材の開発及び織物の情報交換について

( 5 )繊維・織物・ 77ッションデザイナー・縫製加

工技術に関する技術協力及び企業訪問について

¢繊維・織物関連の製造企業6社を訪問した

②泥染め糸による意匠撚糸の委託方法について

④縫製加工の委託ロットについて

5.成果活用の技術相談・指導の内容

5. 1 相談・指導の対応内容

(1)相談者数:35名/年間(個人企業・団体等)

( 2 )相談件数:250件/年間(来館電話・訪問)

( 3 )地域別:彪鵠市・隼刈T'揃節目姶良町・力船田市

名瀬市・錦町・糊T'欄 T

5. 2 技術支援・協力の対応内容について

①「特許権許諾願の進達Jと技術指導について

申請者.花ろまん染織工房/代表者:安田謙志

干 894-0106龍郷町中勝赤土田/62-5200

発明名称: ["乾燥片の製造方法及ぴ漉込紙J
出願者名:鹿児島県・岐阜県の共同出願

出願番号特願平8-163793(平成8年6月3日)

出願内容:奄美に自生する月桃植物の繊維及ぴ葉の総

合的活用を目指し，特に葉の特徴・成分を

i舌かす方法について検討を行った。

用途開発:1)月桃香り入りの紙布織物の開発

2)月桃乾燥片の漉込紙の開発

3)月桃乾燥片の発香体の開発

契約期間:平成10年8月24日~平成13年8月23日
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②「泥染め技術の和紙染色」への依頼試験について

日 程:平成10年7月1日-15日

依頼者:岐阜県紙業試験場

依頼内容.美濃和紙への泥染め染色試験の実施

用途開発陥TJPコーポレーション(美濃市)

代表者:市原慶子

試作品:コサージユ・小袋等

③「ケナ7繊維の活し方」の依頼試験について

日 程:平成10年8月 1日-9月5日

依頼者:県立吹上浜海浜公園管理事務所

依頼内容:1)モーJレド化(立体抄造品)の試作試験

2)不織布の試作試験

試験内容・当センターにおいて，ケナ7繊維の煮

熟処理及びラップフォーマーとローラ

カードによる解繊処理を行った。さら

に，この繊維を岐阜県紙業試験場と岐

阜県繊維試験場に送り，用途別の試作

試験を行った。

試験機関:1)鹿児島県大島紬技術指導センター

2)岐阜県製品技術研究所/美濃分室

3)岐阜県製品技術研究所

用途開発:1)植木鉢・トレー・型帽子

2)ニ一ドルパンチ不織布

6.まとめ及び今後の展開について

6. 1 相談事例のまとめ

( 1 )技術地域資源の活用相談

①泥染・藍染技術の活用(染色技術の応用)

②ケナ7繊維の活用(製糸・織物・資材)

③芭蕉・パガス・月桃・その他(植物繊維)

④さねん葉の活用(他の素材にも応用可能)

⑤紙糸・染織技術を活用した紙布織物

⑤残糸緋糸・地域の繊維素材を組み合わせる

( 2 )商品企画 開発の相談

①和紙・照明具 インテリア用品.etc 

<I和紙・織物用繊維・不織布・建材ボード

45 

③紬用と焼酎用ラベルの和紙・その他資材

④漉込紙・発香体(線香・お香) ・香料

⑤帯地・インテリア品・照明素材 その他

⑥紙糸紙・タベストリー・その他資材

( 3 )イメージの表現(奄美の特徴づけ相談)

①市場の反応調査(奄美の特徴表現)

②地球環境にやさしい(植栽から用途開発)

③自己商品のアピール(演出)をする

④香りの表現(奄美のイメージ)をする

⑤自然素材の特徴を表現した多用途織物

⑥再利用の素材を強調した再生製品

6. 2 成果普及と企業交流の取り組みについて

( 1 )両県の技術交流から企業交流へと展開を一歩進

めることができた。さらに，成果をi活舌かした商 f

品開発を進めるため，話し合う機会が設けられ、..，
， 

支援協力の体制づくりが進展したことの意義は

大きい。

( 2 )団体・企業等の多数の参加協力を頂き，意義の

ある交流結果が得られた。

( 3 )企業相互訪問の必要性についても意見が交わさ

れた。

( 4 )鹿児島・岐阜県の関係機関・団体・企業等の協

力に対して感謝をいたします。

( 5 ) Iクリエイテイプ奄美・鹿児島」研究会が繊維

づくりから多用途織物の商品開発を進める中で，

岐阜県との企業交流の受け皿の役割を果たした

ことが，今後の新たな織物づくりを目指す上で

大きな効果を発揮するものと考えられる。

参考文献

1)今村ら:鹿児島県大島紬技術指導センター業務報告

書(1997)p. 33. (1997) p. 43 

2)今村ら:鹿児島県大島紬技術指導センター業務報告

書(1996)p.47
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大島紬原料絹糸調査・分析
平田清和，瀬戸口正和，押川文隆

例年，原料糸に関する技術相談も数多くあり，製造時の基礎データとして重要でもある大島紬用原料絹糸

について各種糸物性試験を今年度も行うこととした。試験にあたっては各販売庖からの提供もしくは貰い入

れにより試料糸を入手したが，取扱庖の減少により調査数が若干少なくなっている。

今回の物性試験における全体的な傾向には大きな変化は見られなかったが，個別の糸でのバラツキはある

のできめ細かい対応が必要であり，そのための原料糸の指導資料を得ることが出来た。

1.はじめに

大島紬用原料絹糸について業界からの要望が多いた

め平成8年度に引き続き，奄美地区を中心に原料綿糸

について，各販売庖からの提供もしくは買い入れによ

り86点の試料糸を入手し，糸物性試験を行った。

2.原料糸試験方法

2. 1 試験糸の入手先，地区，時期

入手先 6販売庖

(白絹糸57点染色糸29点合計86点)

地区 (奄美地区 5販売庖，

福岡地区 l販売庖)

時期 (平成 10年 8月から 10月)

2. 2 試験項目と試験測定条件

繊度(単位 d;デニール)

試験機器・繊度測定機 DC-ll (サーチ社)

測定方法・オートパイプロ法

測定条件:試験回数;30回試料長;50凹

荷重ウエイト ;7.0g

撚数(単位 T/m)

試験機器・検撚機(ダイエイ科学精機製作所)

測定方法:解撚法

測定条件:試験回数;30回 試料長;500凹

荷重ウエイト ;14.0g

強力，伸度(単位 gf，目)

試験機器:万能引張試験機(オリエンテック社)

測定方法:定速伸長方式

測定条件:試験回数;30回試料長;100皿

引張速度;200皿/min

荷重スケール;1， 000g(5， 000gX20目)

その他 1認の重量，合糸本数，強度，換算 l総

長，日付開差:上記3試験に付随して測定，各項目の

組合せ計算により算出。

3.試験結果

糸種毎の全集計結果を表2に，個別の糸の全試験結

果は表3に示す。図は表示日付を基準とした。

3. 1 目付と目付開差

(表示目付と実測目付の開き)

表lに目付開差比較の結果を示す。目付の開差は。

:t 6 %以内が 77.2%，:t 10%以内では98.2%，平成8年

度68.7%，91.2目，平成7年度62.5%，95.8%であり，経糸

の閑差平均は】3.4%，緯糸で 4.2%と経糸の方が若干開

差が小さく，全体としても目付の開きはかなり少なく

なっている。また日付より細めになりがちな傾向は，

全体の93%となり従来とほぼ同様であった。

図に示すように，表示日付と実現IJ目付の関係は直線

的な関係が見られるが同じ日付でもかなりバラツキが

ある。また，細目付ほど表示より小さく細いので，i尼

染め時には増量との関係もありロットの管理は重要で

ある。(図1，2)

表1 日付開差比較

、~ 10% 10 -6 】2 +2 +6 10% 

以下 -6 -2 +2 1. +6 +10 以上

経 01 18.5 51. 9 22.2 7.4 。。
緯 3.3 23.3 46. 7 20.0 6.7 。。
全体 1.8 21. 0 49.1 21. 1 7.0 。。
H8 

8.8 22.5 42.4 
調査時

17.5 8.8 。。
H7 

4.2 
調査時

33.3 44.4 15.3 2.8 。。
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3. 2 撚数

今回は，白糸で経糸平均325T/m，緯糸平均153T/mと

なり，平成8年度の経糸平均336T/m，緯糸平均152T/m
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図3 表示目付ー撚数(白経)

と全体的な傾向はさほど変わらないが，糸種や各社間での

バラツキはあるので注意は必要である。(図3，4) 
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図4 表示日付ー撚数(白緯)

3. 3 強力・強度

図では表示日付との関係を示しているが，表示日付

及び実測目付と経糸強力，緯糸強力の関係はほぼ直線

的な関係が今回も見られた。しかし，強力と実測日付

とは，経糸で0.80，緯糸が0.90の相関係数となり，平

成8年度の経糸0.89，緯糸0.93に比べ若干低下してい

る。また，経糸の標準偏差は69.8gf，変動率11.3%で，

緯糸は76.19f及び13.0%と経糸，緯糸での大きな差は

見られない。経糸と緯糸では撚数の差がによるもので，

甘撚りの部類であるので強力への影響は少ないものと

考えられる。

強度では特に大きな変化は今回も見られなかった。

経糸の平均が緯糸より若干強い程度の結果であった。

(図5，6，7，8)

o 
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図5 表示日付ー強力(白経)
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3. 4 fl申度

伸度は，経糸平均24.2%，緯糸が23目 0%と平均的には

支障はないものの糸種によるバラツキが依然として大

きく， 20%以下が若干出ているので取り扱いには注意

が必要である。(図9，10)

30 . 
28 • . 

• . 
26 

'4 
. . .・. . . • p、22

B定

制 20

'" 18 

. 
. . . 

6

4

2

 

1

1

1

 

10 

u ~ ~ >> M ~ ~ ~ 

表示目付(g付、

図9 表示日付ー伸度(白経). 
. 

30 

.8 • . . . 

.6 . . • • 

.4 

4。 . -• . 
ー
ト
}

2

0

8

 

2

2

1

 

(
渓
}
樹
窓

• . • . . 
6

4

2

0

 

1

1

1

1

 

u u ~ >> M ~ ~ ~ 

表示目付(g付}

図10 表示目付伸度(白線)•••• 
3. 5 換算1総長

通常使われている総は2000回の総長2500mであるが，

倍の長さの4000回の総もかなり出回っている。経糸，緯

糸ともに平均的には2600m以上有り，平均的には問題が

なさそうであるが，長さに関しては計算値であるので若

干の誤差は考えられるが基準の2500m以下が若干有り，

糸量の見積時や整経時には注意が必要であり，平常から

総の重量をチェックしたり原料糸の管理をおこなうこと

が品質向上にも有効であると思われる。(図11，12)

40 
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表2 糸物性試験まとめ

経・緯 試料数
撚数 強力 伸度 強度 換算 1総長

(T/m) 

白 経 27 i議 233258463.目 77 3 

絹

i11i 111751293.8 8 3 糸 緯 30 

i尼 経 7 i場 333341973.目 68 8 

染

i*i 糸 緯 15 111683459..2 4 1 

カ 経 4 i*i 333230495.3 7 8 

染チ市
緯 3 i場 111665239..5 9 9 

4 まとめ

平成8年度に行った調査結果と比較して，撚数，強

力，伸度等大半の項目で大きな変化は見られなかった。

しかし，撚数は経糸，緯糸ともに依然として従来説

の経300回1m，緯100回1mより高めの傾向である。また，

細い糸目付けでの合糸本数が少ないものがあり，合糸

本数と切断時の強伸度結呆とは比例してはいないもの

の糸形態や染色性との関連で着目したい。

特に，産地内の糸流通の問題などにより業界からの

問い合わせ相談も数多く，糸品質への関心もかなり高

くなっているので，今回表示日付j順に分類することに

より各社聞の比較が容易になったことなども合わせて

(gf) (出) (gf!d) (m) 

746411587...3 6 7 455...8416 5 1 222674803731...4 5 7 

574824454...8 9 2 221277...8924 6 1 
45 .• 

222468482545...7 。0 

45621765 .5 4 

75.5 
221037...8714 7 1 433...4012 0 9 222675851079...0 9 7 

453868988...7 6 8 211923..8566 4 0 332...4882 1 3 222754732941.9 3 5 

554287626...3 4 1 2171..90 7 2 333...4724 8 3 222675535281...0 9 1 

444692467.0 4 1 121706.7012 8 2 332.2496 1 1 222564570197.6 0 0 

効果的な測定方法や織物試験とリンクを検討していく

など品質評価を考慮することも今後の課題である。

なお，試料糸を快く提供いただいた販売庖へ感謝申

し上げます。

参考文献

1)平田ら;

鹿児島県大島紬技術指導センター業務報告書

P17 (1996) 

2)平田ら;

鹿児島県大島紬技術指導センター業務報告書

P27 (1997) 
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平成10年度市販原料糸調査集計表

NO. 社名 表示日付 実測日付経緯 染色 l総重量 繊度 撚数 合品数 強力 伸度
(g強f度/d) 

換算 l総長

匁付)I (g付) (g付) (g) (d) (T/皿) (本) (gf) (見) (皿)
A-09 7.5 28.13 25.63 タテ 白 27.61 92.3 313.9 5 447.6 23.13 4.85 2693.0 

-----ーー・・ ー・・・----- ー・・・.司胆申値 -・・・・・・・.. ------ー旬. -・・・・・・・・r ------ーー・・・・

2 A-l0 8.2 30.75 28.64 タテ 白 30.57 103.1 310.7 5 478.0 19.31 4.64 2668.0 
-・・・・・・・. -・ー-ー----- . .事値----- --------ー・ -------・. ー・・・・曹司崎・ ----------_. 

3 C-ll 8.2 30.75 28.61 タテ 白 29.80 103.0 322.1 4 514.9 25.91 5.00 2603.8 _--------. .ーー----- 再司』・----- ー--------- -ー------_ -・・・・・ーー・ ..・・・・・・・・・・

4 F-04 8.2 30.94 29.64 タテ 白 31.03 106.7 332.4 5 586.0 25.48 5.49 2616.6 
--------ー -・・・----- -・・・----- . ..・ー・・・・・ -・・・・・・・. ，ー.------- ーー・・・・・・・・・・.

5 A-ll 8.5 31. 88 31.85 タテ 白 33.30 114.6 309.3 6 601. 9 25.92 5.25 2614.0 
-・・・・・・ーー -・・・----- -・・・----- --_.・------ -・・・・・・・. -・・・ー・・・・・ -・・・・・・・--_. 

6 C-12 8.5 31.88 29.60 タテ 白 31. 05 106.6 309.2 7 502.6 22.17 4.72 2622.6 
-・ F 司・ー---- -・・・----- -・・・----・ ----------・・・・・・・. ---------馳・・

7 D-05 8.5 31.88 30.35 タテ 白 32.33 109.3 346.7 5 607.3 24.86 5.56 2663.1 
胆曲ー・・・・・・ ー・・・..ーー・ ...開曹司値晶. -・・・・・・・.. ------・ー ・・. -・・・・・・・. ー・・・・-----_.

8 A-04 8.8 33.00 31.48 タテ 白 33.51 113.3 286.3 6 539.8 21. 71 4.77 2660.7 
-・・・・・・・. -・・・----- -・・・----- .. .白幽----- ー------ー. ー・司骨・・・・・ _---------_. 

9 B-03 8.8 33.00 31.27 ヲテ 白 65.19 112.6 315.3 5 611. 3 25.05 5.43 2606.2 
-・・・..・・・・ -・・・----- -・・・----- ー・-------- ー・・・・・・・. ー-------- -・・・・・・・・・・唱

10 C-13 8.8 33.00 33.72 タテ 白 68.02 121.4 329.9 5 627.9 27.78 5.17 2521.4 
-・・・・・・・. ー・・・----- -・・・・----- -------値.. . .. ・・・・・. --------ー -----・胸骨・・・・

11 E-07 8.8 33.00 32.69 タテ 白 32.45 117.7 342.1 6 590.5 22.97 5.02 2481.4 
----ーー・・・ -ーーー----- -・・・----- ---------- -・・・・・・・. ー・・・-_--- ----------_. 

12 C-14 9.2 34.50 33.95 タテ 白 35.36 122.2 321.5 5 648.4 26.72 5.31 2604.5 
-・・・・・・・. ー-------- -・・・._---- ー・・・・・・・・" ------ー・・・・・.・・. -・・・・・・・. ー・・・・・・・・働・』唱

13 D-06 9.2 34.50 34.75 タテ 白 34.68 125.1 330.7 5 627.2 24.98 5.01 2495.2 
-・・・ーー・・・ -・・・----- -・・・----- ----ーーー・・・ ー-------_ --------- ー・・・・------，

'-
自14 E-08 9.2 34.50 33.63 タテ 34.46 121.1 331.4 6 611.3 22.59 5.05 2561.1 

--------・. -・・・----- . .・・ー値---- ---------崎 ------ーー. -・・・・・・・. -・・・・・・・・・事唱

15 A-13 9.5 35.63 33.30 タテ 白 36.42 119.9 323.0 6 594.0 22.81 4.96 2733.7 
-ー・・・・・・・ -・・・----- ..値------- 世・・・・・・・. --------- -----ーーーーー・・ 4

16 C-15 9.5 35.63 35.70 タテ 白 35.45 128.5 331.5 5 692.1 28.78 5.38 2482..3 
-・・・.ーー・・・ ー・・・----- -・・・----- ー・・・・・..・岨・・ -・ 4・“・・・・. -・・・・・・・.

17 E-09 9.5 35.63 33.54 タテ 白 35.76 120.7 352.4 6 707.2 25.77 5.86 2665.8 
-・・・・・・・.--------- -・・・.咽師拘晶 -・・・・・・・.. . .司岨・ー・・・・ .値---------，

18 F-05 9.5 36.00 35.23 タテ 自 36.41 126.8 320.8 6 669.5 23.81 5.28 2584.2 
-・・・・・・・. ...・..値.. ー・・ー----- _--------- ー・・・・・・・. --------- -・・"ーー・・・・・ l

19 A-14 9.8 36.75 37.74 タテ 白 38.30 135.9 318.5 7 604.8 18.20 4.45 2537.1 
. .ーー・・・・・ ー・・・----- -・・・----- ー・・・・ aゅー・・・ ----.幽・・・. -・・・・・・・. -・・・・・・・・・・唱

20 A-15 10.0 37.50 36.48 タテ 自 37.84 131. 3 312.9 7 664.9 23.14 5.06 2593.5 
..ーー・・・・・ ..・------ -・・・----- ----ー----- -・・ー・・・・. -・・・・・・・. -----------唱

21 B-04 10.0 37.50 36.00 タテ 白 75.11 129.6 329.4 6 717.2 28.13 5.54 2607.8 
ー・・・・・ー曲. -・・・----- . ..値ーーー・・ ---------ー ーー・・・・・.. ..・・・・・・・・・ l

22 C-16 10.0 37.50 36.81 タテ 白 37.51 132.5 333.9 6 664.5 28.05 5.02 2547.4 
-・・・・・・句馳 -・・・----- .. .明白ー・.. -・・・・・・・.. ----崎・ー・・・ -・・ー・・・・・・・ l

23 D-04 10.0 37.50 35.73 タテ 白 37.63 128.6 302.9 6 659.5 22.25 5.13 2632.8 
-・・・・・・・. -・・・...ー晶 ー・・・----- .世・・・・・・・・ -・・・・・・・・. -・・・・・・・. -----------唱

24 E-l0 10.0 37.50 36.17 タテ 白 38.01 130.2 338.5 6 612.7 19.86 4.71 2627.2 
----・・ーー・・ -・・・----- -ーー・----- --------ーー -・・・・・・・. ーーー・・・・・・ ー・・・・・・・・・・・ 4

25 F-06 10.0 37.97 35.94 タテ 白 39.09 129.4 353.7 6 718.3 26.48 5.55 2719.2 
-・・・・・・・. ー・・・----- -ー・・----晶 -・・・・・・・.. -・・・・・・・. ー-------ー ー・・・・ー・----， 

26 A-16 10.5 39.38 38.21 タテ 白 39.61 137.5 316.9 7 625.5 18.94 4.55 2591. 9 
-・・・・・・・. . .旬咽回司・ー・・・ ー・・・----- -・・・・・・・.. -・・・・・・・. -・・・・・・・. -・・・・・・・... 

27 C-17 10.5 39.38 37.57 タテ 白 40.10 135.3 331.3 6 700.4 27.27 5.18 2668.0 ----------・・ー----- ー旬・._----- -・・・・・・ーーー -・・・・・・・. 旬，ー・ー・・・・・ . ..ーー・・・・・・

泥泥泥染染染

28 C-26 8.0 30.00 35.47 タテ 37.64 127.7 337.2 4 513.2 21.57 4.02 2652.8 
-・・・・・・・ F ー・・・----- -・ F ・，ーー・・ -・・・・・・・.. ー・・・・・・・. -・・・・ー・ー・ -----------. 

29 A-19 8.2 30.75 40.15 タテ 42.77 144.5 317.8 5 496.0 17.99 3.43 2663.0 
...ー・・・・・ -・・・----- -・・・----- ー・・------- ..噂胃噌..ーー. ー・------- ー・・・・・・・・・・ l

30 B-08 8.2 30.75 39.86 タテ 82.59 143.5 348.9 5 501.6 19.82 3.50 2589.7 
-・・・・・・・・ー -・・・----- 『ーーー----- ---------- ー・・・・・・・. . .・..・・ー・・・ ----ーー・ー・・・ l

31 C-27 8.2 30.75 38.82 タテ 泥染 41.14 139.8 325.7 4 475.5 20.50 3.41 2649.4 
。

---------ー・・・----司圃 -・・・----- ----ー・・・・・ ----ー-ー.. -・・・・・・・. -----------， 

32 A-20 9.0 33.75 46.58 タテ 泥染 50.64 167.7 319.4 5 520.3 17.77 3.10 2717.9 
----------・・・----- -・・"ー・・・・ ー・・・・・・... -・・・・・・・. ..・胃司司ー.. ------ー・ー・・・

33 B-09 9.2 34.50 40.08 タテ 泥染 84.49 144.3 349.8 5 489.3 19.25 3.40 2635.2 
.. .ー----- -・・・...曹司 ー・・・----- ...ー------ .. .ー・ー世・ー. -・・・・・・・. -・・・・・・・.圃圃唱

34 C-28 9.2 34.50 48.35 タテ 泥染 51.11 174.1 336.1 5 626.4 23.84 3.60 2642.3 
-・・・・・・・. 司ー・・----- ----・..ー・ -・・・・・・... -・・・・・・・. ------・・・ー ー・・-----個 a ・a

35 B-ll 7.5 28.13 44.83 タテ カッチ染93.46 161.4 339.7 5 550.8 18.94 3.42 2606.1 ----------・・・----- ..胃司，ーー・・ -・・・・・・・ーー・・ -・・・・・・・. ーーー...ーー・ ー・・..ーーー・・・ 4

36 C-29 7.5 28.13 36.85 タテ カッチ染79.95 132.6 305.8 4 494.8 21.03 3.74 2712.2 
---------ー・・'・ー・・・ -・・・----- -ー・・・・・・・・ -・...値・・. -・・・・・・・. ----------_. 

37 E-12 7.7 28.88 40.38 タテ カッチ染88.87 145.4 334.4 5 476.4 14.79 3.28 2751. 0 
8.5 

ー・------- -・・・.ー・・・

目白子染
-・・・----- 『ーー・・・・・・・ .. .・ーー・・. -・・・・・・・. ----------_. 

38 D-l0 31.88 49.06 タテ 49.82 176.6 317.2 5 582.3 16.93 3.30 2538.9 
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平成10年度市販原料糸調査集計表

NO. 社名 表示日付 実測日付経緯 染色 1紹重量 繊度
(撚T/数皿)

合糸数 強力
伸(目度) (g強f/度d) 

換算 1紹長

匁付)I (g付)
-・・・・・・・-------

(g) (d) (本) (gf) (皿)(g付)

39 A-01 7.5 28.13 28.36 ヨコ 白 28.79 102.1 133.3 5 472.6 21. 97 4.63 2538.0 
-・・・・・・・-- -・・・・・・・. -.. 凶---_.・ー

-・・・・・・・---・・・・・・・--

40 C-01 7.5 28.13 28.77 ヨコ 白 29.26 103.6 153.8 4 522.3 24.94 5.04 2542.8 
-ー・・・・・・嶋-晶 ー・・-----晶 ー・------- ー・・・・---- -・・・・・・・---・・・・・・・--

41 F-01 7.5 28.13 26.50 ヨコ 白 27.30 95.4 177.3 4 445.2 18.11 4.67 2575.5 
-・・・・・・・-- -・・・・・・・. -・・ー・・・・ 4回 幽ーーー・---- -・・・・・・・---・・・・・・・--

42 C-02 8.0 30.00 28.17 ヨコ 白 29.03 101.4 158.1 4 503.5 24.92 4.97 2576.4 
ー・値・ー----- -・・・・・・・. -・・・・・・・----ーーー・・ーーー

43 C-03 8.1 30.38 28.53 ヨコ 白 29.74 102.7 161. 2 4 510.9 25.70 4.98 2605.2 -----------・・・・・・・. -・・・・・・・. --------値ー 曲ーーーー・---- ー・・・・・・---

44 A-02 8.2 30.75 29.26 ヨコ 白 30.44 105.3 144.9 5 446.9 17.93 4.24 2600.5 
-・・・・・・・. -・・・・・・・. ------ -・・・・・・・--

45 C-04 8.2 30.75 29.16 ヨコ 白 30.44 105.0 165.1 4 534.9 24.29 5.10 2609.3 
-・・・・・・・-- -・・・・・・・. -・・・・・・・. -・・・・・・・--ー・--------

46 A-03 8.5 31.88 29.67 ヨコ 白 32.39 106.8 135.1 6 509.2 20.29 4.77 2729.8 
-・・・・・・・-- -・・・・・・・. ー・・ー"ー--- -・・・・---- -・・・・・・・---・・・・・・・--

47 C-05 8.5 31. 88 30.01 ヨコ 白 32.06 108.0 168.1 5 580.5 26.95 5.37 2670.7 
-・・・・・・・・. -・・------ -・・・・・・・. -・・・・・・・-------ー---- -・・・・・・---

48 D-01 8.5 31.88 30.23 ヨコ 白 31.85 108.8 154.9 5 533.7 23.62 4.91 2634.3 
-・・・・・・・-- -・・・・・・・. --------- -・・・・・・・---・・・・・・・--

49 A-12 8.8 33.00 31.93 ヨコ 自 33.54 115.0 136.2 6 529.9 19.06 4.61 2625.7 
-・・・・・・・-- -・・・・・・・. --------- -・・・・・・・---・・・・・・・--

50 B-01 8.8 33.00 32.66 ヨョ 白 66.64 117.6 159.4 5 614.1 23.17 5.23 2551. 0 
司司---・・h ・・・・ -・・・・・・・. -・・・・・・・. --再開--・-“事

51 C-06 8.8 33.00 32.77 ヨコ 白 33.16 118.0 159.7 5 582.7 25.64 4.94 2529.6 
-・・・・・・・-- -・・・・・・・.

白
-・・・・・・--

150.4 
-・・・・・・・---・・・・・・・--

2844.7 52 E-01 8.8 33.00 29.90 ヨコ 34.03 107.6 6 559.3 20.56 5.20 
53 

-・・・・・・・-- -・・・・・--拘

白
-・・・・・・・. -・・・・---- -・・・・・・・---・・・・・・・--

2669.9 C-07 9.2 34.50 33.46 ヨコ 35.74 120.5 161. 7 5 615.2 27.17 5.11 
o 

-・・・・・・・-- -・・・・・・・. -・・・・・・・. ー・・ー曲ー』ー・---・・・・・・・--

54 D-02 9.2 34.50 34.19 ヨヨ 白 35.81 123.1 158.9 5 619.3 22.31 5.03 2617.8 
-・・・・・・・. -・・・・・・・. -・・・・・・・---・・・・・・・--

55 E-02 9.2 34.50 32.81 ヨヨ 白 35.75 118.1 151. 5 6 518.7 17.81 4.40 2724.6 
-・・・・・・・. -・・・・・・・. 岨』・・・ーー・----・・・・・・・--

56 A-05 9.5 35.63 35.80 ヨコ 自 37.34 128.9 113.3 6 657.7 24.43 5.10 2607.2 
-・・・・・・・. -・・・・・・・. "“ー"ーーーー・・-・・・・・・・--

57 C-08 9.5 35.63 34.02 ヨコ 白 35.34 122.5 179.8 5 691.6 26.22 5.65 2597.1 
-・・・・・・・-- -・・・・・・・. ー---ー・・幽・--- ー・・・・.岨・・ -・・・・・・・---・・・・・・・--

58 D-03 9.5 35.63 33.39 ヨコ 白 35.88 120.2 144.2 6 585.0 21.61 4.87 2686.4 
-・・・・・・・-- -・・・・・・・. -・・・ M ・---- -・・・・---- -・・・・・・・---・・・・・・・--

59 E-04 9.5 35.63 33.98 ヨコ 白 35.01 122.3 149.7 6 602.9 21.06 4.93 2576.3 
-・・・・・・・-- ----・ーーー， -・・・・・・・. -・・・・・・・---・・・・・・・・ー--

60 A-06 9.8 36.75 36.98 ヨコ 自 38.36 133.1 137.7 6 660.6 22.30 4.96 2593.2 
-・・・・・・・-- ---・ー・--・" -・・・・・・・. -----------・ーーー-ーーーー・ -・・・・・・---

61 F-02 9.8 36.56 34.53 ヨヨ 白 37.11 124.3 174.1 6 635.3 22.33 5.12 2686.5 
-・・・・・・・-- -・・・・・・・. -ー_------ -・・・・---- -・・・・・・・. -・・・・・・・--

62 A-07 10.0 37.50 35.45 ヨコ 白 37.64 127.6 132.1 7 608.2 20.87 4.77 2654.3 
-・・・・・・・. -・・・・・・・. -・・・・・・・----・・・・・・・--

63 C-09 10.0 37.50 38.29 ヨヨ 白 39.72 137.8 153.6 6 724.9 27.13 5.26 2593.4 
-・・・・・・・. -・・・・・・・. -・・・・・・・---・・ー----.幽-- -・・・・・・---

64 E-06 10.0 37.50 34.83 ヨコ 白 35.80 125.4 146.3 6 613.6 18.80 4.90 2569.6 
-・・・・・・・・. -・・・・・・・. ー.----・・ aゅーー・ー -・ーー・---- -・・・・・・・---・・・・・・・--

65 A-08 10.5 39.38 37.19 ヨコ 白 39.40 133.9 136.5 8 628.2 22.02 4.69 2648.1 
-・・・・・・・. -・・・・・・・. ----------ー-ーー・・・・・・

66 B-02 10.5 39.38 33.98 ヨコ 白 33.78 122.3 154.6 6 598.9 24.48 4.90 2485.0 
-・・・・・・・. -・・・・・・・. -・・・・・・・------ー-_--- -・・・・・・---

67 C-10 10.5 39.38 37.99 ヨコ 白 40.15 136.8 155.4 6 715.2 27.24 5.23 2642.1 
-・・・・・・・. -・・・・・・・. -・・・・・ー---胃ー"・._-----

39.38 白 175.9 2764.6 68 F-03 10.5 36.63 ヨコ 81.01 131. 9 6 724.6 25.92 5.50 
69 

-岨・・・・・・・. -・・・・・・・.

泥染
値・ー・----- -・・・・---- -・・・・・・・------------ -岨・ M ・・・---

C-18 7.3 27.38 37.98 ヨコ 36.83 136.7 162.4 4 483.8 22.84 3.54 2424.5 -0 
-・・・・・・・・. -・・・・・・・. 陣値ーーーーー・・・ -・・・・・・・--

70 E-11 7.3 27.38 38.12 ヨコ 泥染 38.34 137.2 151.1 4 388.8 13.60 2.83 2514.7 
-----------・・・・・・・・ ---------，・ーー・ー---- -・・・・・・・__-・・・・・・・__ ----ー・岨___ 

71 B-05 7.5 28.13 36.07 ヨコ 泥染 37.38 129.9 160.7 5 441.6 18.64 3.40 2590.4 
.値ー・・----- -・・・・・・・. -・・・・・・・. -・・ F ・-----ーーー___ーー・・

72 C-19 7.5 28.13 38.89 ヨコ 泥染 39.05 140.0 167.2 4 501.0 21.32 3.58 2510.0 
-・・・・・・・・. -・・・・・・・. -・・・・・・・. -ー・・・・・___-・・・・・・・__

73 D-07 7.5 28.13 33.63 ヨョ 泥染 36.71 121.1 185.1 4 443.0 20.26 3.66 2729.2 
-・・・・・・・. -・・・・・・・. -・・・・・・・__ -・・・・・・・__

74 A-17 8.0 30.00 40.60 ヨコ 泥染 42.67 146.2 144.5 5 495.4 18.95 3.39 2627.4 
---------ー -・・・・・・・. 胆司旬可_.幽---- -・・・・---- -・・・・・・・____・ F 旬__.幽値晶 ー・・・・・・___ 

泥泥染染
75 B-06 8.0 30.00 39.74 ヨコ 40.51 143.1 157.9 5 489.2 18.56 3.42 2548.3 

30.00 
--------- -・・・・・・・. __ _・ー・---- -・・・・・・・__-・・・・・・・__ -・・・・・ーー___ 

76 C-20 8.0 36.96 ヨコ 37.61 133.1 172.3 4 508.0 22.56 3.82 2543.9 
-・・・・・・・. _ .ー，圃値・ー・・・・ -・・・・---- -・・・・・・・__ -・・・・・・___ 

77 D-08 8.0 30.00 35.76 ヨコ 泥染 38.78 128.7 177.5 5 468.8 19.45 3.64 2710.8 
--------岨 ----- -・・・・・・・. -・・・・・・・__-・・・・・・・__

78 C-21 8.2 30.75 42.12 ヨコ 泥染 41.27 151. 6 161. 9 4 516.9 22.26 3.41 2449.3 
-------・__ 値ーー・----- __ _・---_-幽 -・・・・---- -・・・・・・・__ ----ー司併値値圃』 -・・・・・・___ 

79 C-22 8.5 31.88 40.97 ヨコ 泥染 43.17 147.5 176.7 5 485.6 19.23 3.30 2634.7 
'・ーー-_--- -・・・・---- -ー岨・・・---- -・・・・・・・__ _ _・・ F ・ー，ーー ーーー・・・・___ 

80 C-23 8.8 33.00 45.55 ヨコ 泥染 45.99 164.0 164.6 5 549.6 20.36 3.35 2524.2 
-・・・.__ーー・ ----- ---------個ーーーー---- -・・・・・・・__-・・・・・・・__ -----・・___ 

81 A-18 9.0 33.75 46.48 ヨコ 泥染 48.58 167.3 139.4 6 531.6 18.62 3.18 2613.1 
-・・・・・・・. -・・・・・・・. ー・---------・・・・・・・__

__ _ーーー・___ 

82 B-07 9.0 33.75 43.35 ヨョ 泥染 44.16 156.1 164.9 6 568.7 21.52 3.65 2546.7 
-・・・・・・・. -・・・・・・・. -ー・・・・・___ -・・・・・・・__ -----自白__. 

83 C-24 9.2 34.50 44.93 ヨコ 泥染 49.09 161. 8 176.3 5 472.6 15.22 2.92 2731.3 
ーー・曲・・・・・. -・・・・・・・. -・・・・・・・. 値・・・・・・ー・.-・・・・・・・__ -・・・・・._ーー.

84 B-l0 7.3 27.38 36.55 ヨコ カッチ染38.14 131. 6 163.8 5 427.4 16.96 3.25 2609.0 
-・・・・・・__ -・・・・・・・ F -ーーーー.ーーー -・・・・・・・__ -・・・・・・・__ _ _司ー------

28.13 
カ力ッッチチ染染

85 C-25 7.5 37.65 ヨコ 37.31 135.6 163.9 4 469.0 20.12 3.46 2477.0 

86 30.75 
-・・・・・・・. -・・・・・・・.

159.9 
ー・・・・・・・・ー -・・・・・・・__ 

2568.8 D-09 8.2 47.39 ヨコ 48.70 170.6 5 496.0 16.08 2.91 
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画像処理技術を応用した繊維製品のデザイン開発技術の研究
一大島紬ビジュアルプレゼンテーションシステム (OTVPS) の紬ソフト開発ー

上原守峰，徳永嘉美，富山晃次，白田耕作*l ，石井栄一*1 ，石井 勝利

繰り返し模様で構成される大島紬を着物に仕立てる場合，反物の左右で柄の形，大きさや色が異なると柄

合わせの問題が生じる。この解決策としてコンピュータ上で反物の裁断を行い，着姿状態にしてデザインを

事前に検討することが考えられる。そこで，緋システムと紬システムから構成される大島紬ビジュアルプレ

ゼンテーションシステム (OTVPS) を友禅染CGシステムで実績のあるカイノア・テクノロジーズの協力を得て

開発した。

本年度は紬システムの検証を行った結果，鮮明な着姿画像を短時間で処理できるようになった。

1 .はじめに

大島紬のデザイン業界では，反物の質感に近い状態

で出力できるコンビュータ(タフコン)が普及してい

るが，着姿での立体的な表現までには至っていない。

デザイナーにとって原図から着物を作成せずに着姿を

見れることは，原図検討時間の短縮と同時により具体

的なイメージ展開が可能になる。

そこで，次世代の大島紬デザインシステムの確立と

リアルな画像の着姿表現を目的として紬システムの開

発を行った。本年度は，タフコン印刷物等をスキャナ

ーで入力してテクチャーマッピングを行いシステムの

検言正を行った。

2. システムの概要

OTVPSは，業界への普及を目的に汎用パソコ

ンを主体にした低価格の構成を行い(表 1) (図 1) ，緋

図案を作成する耕システムと着姿のシミュレーション

ができる紬システム(図 2)から構成される。

2. 1 ハード

表 l ハードの構成

本 体 NEC(MateNX MA26D) 

C R T M 1 T S U B 1 S H 1 (R D 2 1 G X) 

M 。メルコ (M0 S -S 6 4 0 H) 

ページプ1)ンタ N E C (M u 1 t i W r i t e r 1 0 0 0 L W) 

カラースキャナ EPSON(ES-8000 A3対応)

カラープリンタ EPSON(PM2000C A3対応)

デジタルカメラ FUJ IFILM(DS-300 130万画素)

デPジタルカメラ
ページプリンタ

CドU:l治ntium266MHz
メモリ 224MB
HD:12GB 

カラースキャナ
出力解像度
50-3200dpi 

カラーフ。リンタ
解像度

720X 720dpi 

図 l データの流れと主なハードの詳細

2. 2 ソフト

2. 2. 1 メニューの構成と機能

スプリットウインドウ

キャンノすス

図2 紬システムの画面構成

メニューのコマンドは特殊処理，反物・雛形データ

作成等の機能を実行する。

キ l カイノア・テクノロジーズ株式会社， キ 2 株式会社ロジスティックス

つ中Fhu
 













，~ノ

。

4.結果と考察

紬システムの短所と長所を以下に述べる。

短所

OTVPSは緋システムで図案作成したデータを紬シス

テムで着姿のシミュレーションを行う設計になってい

る。現在のところ業界で使用されているタフコンとの

データの互換性がないので，スキャナーからの読み込

みにより画像の回転，汚れ等の除去作業が加わるため

繁雑である。

・スキャナ読み込みのためタフコンで設定した色情報

等が破棄されるので，明るい色調の柄では問題ないが

暗くて明度差の少ない柄では色合わせが難しく操作性

が悪い。

-モデJレに関しては顔の入れ替えはできるが，入力画

像が lタイプのため体型に応じたマッピングしかでき

ない。よりリ 7)レな着姿を表現するためには身長と体

型の違いによる数タイプのモデルを撮影しメッシュ，

マスク，裁断情報を入力しておく必要がある。

長所

・簡単操作で多方向からのリアルな画像の表現ができ

る。白い着物のしわや除影情報を残したまま平面の画

像データをモデルの曲面部分にメッシュの形に変形し

てマッピングできるので，二次元のデータでありなが

ら三次元的な質感を表現できる。また 4雛形への自

動保存を行えば6方向モデルベース画像及び衣桁掛け

へ貼り付けは，グループマッピングでワンタッチで行

える。別売ソフトで回転させることも可能で着物の柄

がどのように配置されているかを確認できる。

-各種素材の取込による着姿表現が短時間で行える。

デザインしてから着物になるまで数ヶ月要して確認で

きたものが約 1時間から 1時間30分で処理できる。 1

ポーズ着姿も印刷時間はA3用紙の場合で約10分で処理

できるため，図柄を即座に着姿で確認できるので織元

やデザイナーが新柄のデザイン創作を検討するのに有

効である。

-反物配置画面での画像解像度の向上と反転機能の追

58 

加充実で，基本柄・追い裁ち等の柄の配置状態が反物

を仮縫いせずに裁断情報が得られるためデザイン段階

での検討ができる。

また，前身頃とおくみ部分の柄合わせの状態が鮮明

に見えるのでデザインの構図等の善し悪しが事前に判

断できる。

・モデルの顔の入れ替えや反物の着姿表現で庖頭にお

いて消費者への直接的でわかりやすい提案ができる。

また，着物だけでなく帯・帯揚げ 帯締め等も使用

してトータルコーデイネートできるため販売促進につ

ながる。

5. まとめ

多種の画像取込によるテクスチャーマッピングでの

検証でリアルな表現が短時間でできるようになり，業

界の関心も高まり着姿加工依頼も増えてきているc

この紬システムではコンピュータ上で裁断された反

物を移動や反転を行い柄合わせをする必要がある。そ

の結果，操作しているうちに基本的な和裁裁断情報が

身に付くと同時に着姿を完成させるために帯や帯締め

等の選択もせまられるのでコーデイネート感覚も養わ

れる。鮮明な画像で印制された着姿表現は誰にも簡単

に理解できるコミュニケーションツーJレとしての役割

が大きいので，大島紬製造販売に従事している幅広い

業種での利用が考えられる。

業界が現在使用しているタフコンは，開発から約10

年経過し専用のプリンターが製造中止になり，修理対

応での活用を余儀なくされている。また，現在まで作

成してきたタフコンデータを紬ソフトで生かすために

も. WINDOWSと互換性のある機能的なデザイン環境を

整える必要がある。

来年度は，緋図案作成機能の緋システムの検証を行

い， 図案作成からシミュレーションまで可能なOTVPS

の確立を図る。また，現在日までの着姿の出力しかで

きないが，大型プロッターの導入で等身大着姿印刷と

反物 l反分が出力できるようにし着物の裁断がより具

体的に理解できるよう計画している。



二次加工大島紬の開発
一大島紬の多様化についてー

徳永嘉美，上原守峰，冨山晃次，鈴木雅子・l

大島紺lの多様化を目的に，デザイン研究会への技術支援あるいは着尺以外の商品開発を求めている企業の

ための参考事例として，既存の技術にない方法で二次加工大島紬を開発した。試作は現在多くの企業が保有

している製品化されなかった原料，あるいは予備糸である緋意匠糸などを有効活用し，本年度はまとめとし

て前回行った試作品を参考にしながら商品のハイグレード化を試み，和装着尺，帯，和洋装小物，洋装品，

インテリア商品なと幅広くその技法とアイテムを研究した。

1.はじめに

戦後経済を牽引してきた繊維産業の低迷が続いてい

るが，取り分け布l装においては景況を敏感に反映して

そのことが顕著であり，しかもなお「生活の洋風化」

に伴って抜本的な着物離れが進行し需要が減退してき

ている。このことは，日本人の伝統あるいは慣習的な

ライフスタイルに依拠して創作されてきたきもの文化，

ひいてはそれを取り巻く各地の伝統文化の危機的状況

でもある。

特に，本県の重要な地場産業である大島紬において

は，地域産業の中核となって地域の振興・発展に大き

く寄与してきたため，その減退は切実な問題となって

おり振興策が常に模索されているところである。

その解決策のーっとして，これまでの繊細微密で優

雅な先染織物として培ってきた高度な技術を，主力商

品である小幅着尺以外の製品へ応用することが考慮で

きる。このことは大島紬の端切れの活用など，これま

で試されてきたにも関わらずトレンドにまでなり得な

かったのは，アイテムの不足とコストダウンそして付

加価値の創造に困難を極めたことに起因するものと息

われる。

今後ますます生活者のニーズが多様化・個性化して，

しかもモノがあふれるデフレ経済下においては，商品

に対する企画提案力と多品種少量生産への対応がこれ

まで以上に要求されてくるであろう。さらにこのこと

は，単なるアイデイアに止まらず特に付加価値創出の

ためのデザインによる訴求が最も重要となってくる。

このようなことから，産地における多様化への指向

"デザイン研究会々員

はますます高まることが予想されるので，デザイン研

究会発足に先立つて大島南11の多様化への啓蒙と技術支

援，あるいは着尺以外の商品開発を求めている企業の

ための参考事例として試作提案を行った。

試作は配色や加工・織実験などを踏まえ，前回行っ

た試作品を参考としながら商品のハイグレード化に努

めた。特に今回は既存の手織による平織にこだわらず，

動力織機を用いるなど広くその技法とアイテムを模索

した。本提案が今後企業にとって，大島紬を多様化す

るデザイン開発の足がかりとなれば幸いである。

2.試作方法

2. 1材料

.大島紬産地の企業は，一年間に相当量の緋意匠糸を

放出しているが，これは緯併の予備糸が主なもので，

価値があるにも関わらず有効利用されていない。

今回は，この緋意匠糸あるいは製品化されなかった

大島紬原料糸を活用することから，大島紬の多様化戦

略の糸口を求めることとした。

使用した素材は以下のとおりである。

製品化されなかった大島紬原料糸

・緋意匠糸

・草木泥染・藍染

・強撚糸絹糸

・大島紬フス糸(糸16本まとめたもの)

.麻原糸

・特殊糸(金糸・螺銅糸 モール糸)

.紬端切れ

-59 -

u 

υ 



2. 2二次加工方法

二次加工の概念は二通り考えられる。一つは，製織

後の蚊緋無地大島紬の上から後染めをする方法である。

これは以前に，当センターで研究テーマとして取り組

んだ経緯があり，現在業界ですでに普及している技法

である。次に今回行ったような糸の段階でのご度染め

・撚りによる再加工，あるいは織組織や素材を変える

ことなどが挙げられる。二次加工方法として以下の実

験を行い，広くその技法とアイテムを研究した。

-先染め二重加工

・玉虫染め

-ジヤジャ織

・ぼかし織

-裾模様仕立て織

・組み合わせ柄織

.刺繍加工

・手編み加工

-手動編み加工

・自動編み加工

.自動織加工

・特殊糸との交織

-麻と絹のフェルト加工

-紬地と端切れのパッチワーク

3. 内容

3. 1玉虫染め大島紬の試作

3. 1. 1概要

泥茶大島紬としてすでに先染め加工された原料を基

に，再度先染め二次加工することで優雅な玉虫染め大

島紬の開発を目的とした。玉虫色は飛鳥時代から高級

化の手段としていたことから，これを染物に応用しよ

うと試みて染料の調査を行ったところ「光により変色

する染料」あるいは「温度によって色の変わる染料j

などの存在は確認できた。ところが，玉虫色は文献 J)

によると「光の干渉とか偏向という性質を利用して効

率よく七色の干渉光を発生させて，玉虫の麹による現

象とそっくりに似せるため，三層に張り合わせた偏向

フィルムを細かく切断し，金糸・銀糸を作る要領でラ

メ糸にして作成できる」とあり，繊維としては開発さ

れているが染料としてはいまのところ現存しないよう

である。従って，ここでは玉虫もどきを色の対比効果

で演出することで玉虫染め大島紬を開発した。

3. 1. 2玉虫色もどきの演出

玉虫色もどきを発現させる方法として，経糸と緯糸

の色を変える交織がある。例えば，大島紬は点緋であ

るのでこの性質を利用し 明るい原色の赤と緑の補色

を交錯させる併置混色法である。このことで赤と緑の

点の反射光が目に届くまでに網膜混色が起こり，減法

ではなく加法混色での光の色の混合と同じ状態をっく

り出し，黄金色に輝き浮かせることを予想した。

3. 1. 3試作方法

(1) 配色

実験は，赤と緑のみならず基本五原色(赤・黄・緑

・青・紫)を使用し，まず五色の四パターンをそれぞ

れ等間隔に聞を空けて繋げた計20色の色循環を作成し

た。次に，その空いた間に上記色循環をさらに回転さ

せ補色と近似補色の位置で交差配置した。(図 1) 

図 1色循環と配色ポジショニング

(2)染色

上記色循環の配色に基づいて，経・緯の泥染め緋意

匠糸をカセ状に束ねて均等に20カ所をビニールで防染

し，まず非防染部分をスポイトでたらし染めした。

次に，蒸熱処理後防染部分を解き，再度同じ要領で

染色二次加工した。(図 2) (図 3) 

図2 防染事例 図3染色事例
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(2)製織

緋意匠糸一本をベースに網状にデザイン構成し，緯

から繋ぎのモール糸を織り込んで交織した。(図13)

図13自動織マフラー

3. 10自動織和・洋ストール

3. 10. 1概要

これまでストールあるいはショールについて，業界

でもいくつか開発されてきたが，大島紬の平織と手織

の技術をそのまま踏襲したものであり，デザイン的に

不足が多々見受けられる。そこで幅広いデザイン表現

と大幅なコストダウンが行える自動織機を用いてハイ

グレードな泥染めストール 4点を開発した。

3. 10. 2試作方法

(1)素材

経糸に自動織機に対応できる特殊強撚糸絹糸を使用

し，緯糸に大島紬泥染め糸を使用した。

(2) デザ、イン

色は泥染めの黒一色であるため デザインはテクス

チャーのみで， しぼ表現と部分変化織で設計した。

(3) 製織

自動織機(ジャガード)を使用して，幅広でグレー

ドの高い製品開発を意識してストールを試作した。

(図14) (図15)

図14自動織和・洋ストール

図15ストール装着例

3. 11大島紬コート

3. 11. 1概要

大島紬の端切れを用いたパッチワーク技法で洋装品

を開発した。和の素材は曲げや擦れに弱いので，洋装

化できるアイテムの選別が必要で、ある。

3. 11. 2試作方法

(1)素材

緋意匠糸と泥染め地糸及び亀甲の端切れを使用した。

(2) デザイン

素材をオール紬の端切れで構成すると，コスト高も

含めて和の印象が強くなるので ここではディテール

にのみ使用することとした。

(3)製織・縫製

緋意匠糸と泥の無地糸による自動織機で反物を製作

後，ポイント柄を大島紬亀甲の端切れでパッチワーク

縫製加工し女性用コートを試作した。(図16)

図16大島紬コート
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3. 12インテリア間仕切り

3. 12. 1概要

大島紬の衣というイメージを取り省き，インテリア

などの室内空間への提案として 間仕切りのアイテム

を選定し緋意匠糸をそのまま活用することを試みた。

技法は，最初絹糸だけでのフェルト加工を試みたが

成功しなかったので，麻糸の原糸に絹糸である緋意匠

糸をフェルト加工することで混紡した。

3. 12. 2 フェルト加工について

フェルト技術はヨーロッパから発祥し，余分な羊毛

の有効利用から発達した技術で 近年では現代美術の

タブローとするなどその応用範囲が広まってきている。

ここでは麻原糸と絹糸との新フェルト技術を開発した。

3. 12. 3試作方法

(1)素材

麻原糸と加飾された緋意匠糸を使用した。

(2) デザイン

麻原糸を漂白しその中に緋意匠糸で墨絵を描くよう

に入れ込み球体をイメージした。

(3)製織

幅広い紗を準備して，その中で麻原糸を隈無くちり

ばめ，次にカセ状の緋意匠糸をデッサンするように入

れ込み，湯をかけながら何度も採み込んで混紡し，乾

燥後に接着液を吹き付けて完成した。(図17)(図18)

図17新フェルト技術

図18インテリア間仕切り

4.結果及び考察

大島紬の多様化を試みて 12アイテム 19点の製品を

開発した。主な結果及び考察は以下のとおりである。

4. 1玉虫染め大島紬

緋意匠糸を手短に有用しようとするなら，これまで

のようにジヤジャ織(やたら織)を考慮できるが，こ

れでは素材感が主でデザインが主張で、きず価値が望め

ないことになる。そこで 緋意匠糸の二次加工を行い

配色に深みを持たせ 同じジヤジャ織ではあるが新商

品としての玉虫調に輝きのある大島紬を開発した。

この素材は，着尺だけでなく洋装用としても使用可

能であると考える。今回は約 5cm幅で、染色加工し経と

緯糸の重なりは自由であったが，今後はこれを補色ど

うしが重なるように，あるいはジヤジャ織だけでなく

蚊緋として計画するなどその応用が期待できる。

4. 2総柄遣いボカシ織大島紬

一反の中で柄がすべて違う意匠糸を配列構成すると，

柄と柄あるいは色どおしが対立する。これらを解消す

るために，既存の規則的な投梓手順から段階的に投行

するボカシ織を取り入れた。このことで，柄と柄そし

て色と色の違和感をなくし，デザインに繋がりを持た

せそれぞれの柄を思11染ますことができた。

また総柄違いボカシ織大島紬を通常の製造方法で行

うと，大変なコストがかかり困難であるので，日頃か

ら緋意匠糸を大切に保存しておく必要がある。総柄違

いボカシ織は，これまでのジヤジャ織だけでなく通常

の製品と比較しでも遜色なく付加価値が高いと考える。

4. 3総柄遣い経緯大島紬

一反の中ですべて柄が違いしかも経緯緋としての豪

華な大島紬が，緋意匠糸を活用することで安価に開発

することができた。この技法を使用すると裾模様など

のフォーマル調が 経緋締めの制約を受けずに低コス

トで開発できるなどその応用範囲は広いものと考える。

4. 4 留め袖刺繍大島紬

今回の刺繍はハンドメイドで、行ったが，低コスト化

をさらに進めるとなると現在ではコンピュータ刺繍も

かなり進歩してきているので，これらを使用し留め袖

だけでなく訪問着など，加飾技術の応用範囲を広げる

ことが寛容であろう。このことで これまで見落とさ

れてきた黒無地の大島紬が生かされることになる。

4. 5ボカシ織振り袖大島紬

大島紬を多様化する最もな近道のアイテムとして，
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振り袖を提案した。新技法としてのボカシ織と仕立て

織を用いることで，これまでのパターン展開柄とは趣

の違う新しい柄行きの振り袖を開発することができた。

今回は身近な緋意匠糸を利用したため，デザインの

柄と柄の繋ぎの部分に多少無理があったが，今後は最

初から振り袖用としてのデザイン開発が必要である。

4. 6大島紬紛帯

帯の場合は，緋意匠糸を活用するアイデイアは生か

せたが，今後はさらに色々な素材と交織するなどグレ

ードを高める研究が必要である。

4. 7手編みショール・セ-$1ー

緋絹糸も撚ることで十分に手編みの素材として使用

でき，これまでにない軽くて泥染めのやわらかい風合

いを兼ね備主た洋装品が開発できた。しかし，手編み

ということがネックになりコスト高となった。

4. 8手動編みショール・セ一世ー・スカート

手編みに比べて組織的にしっかりと編むことができ

価値の高い製品が開発できた。しかしながら，ここで

も半自動ということで，人件費がかさみ一般の洋装品

よりは若干高額なものとなったが，製品としては世間

にない新商品として考えることができる。

4. 9 自動織マフラー

生産コストを念頭に置き，自動織機を活用すること

で安価な製品が開発できた。自動織機の場合はロット

とデザインバリエーションが課題である。

4. 10自動織和・洋ストール

大島紬の多様化商品として，最も可能性が高いのが

このストーJレであろう。従って，今回はそのデザイン

に力を入れてハイグレード化を試みたところ，黒一色

で華やぎさはないが，さりげないしぼや変化織でのテ

クステャーによる美しき，あるいは泥染めの持つ柔ら

かい風合いの質感が十分に発揮できた。

4. 11大島紬コート

リサイクルは時代のトレンドになりつつあり，消費

地においては，各地の骨董市やフリーマーケットで古

い大島紬を購入し，パッチワーク加工することで洋装

化されている。 I大島」というふれ込みで順調に売れ

てはいるが，調査したところいずれも高額なものとな

っており，デザインも和のイメージが抜け切れていな

い。そこで，産地からの提案として緋意匠糸の機械織

でペースとなる素材地を作り，高価な経緯緋の端切れ

はさりげなく部分的に取り入れることで，おしゃれ感

を演出したコートが低コストで開発できた。和装を洋

装化する場合は特にアイテムに留意すべきである。

4. 12インテリア間仕切り

「着る」から「見る」へのワープというキーワード

で，インテリアの室内空間への提案として麻と絹によ

る新しいフェルト加工を行ったところ，透明感のある

間仕切りが開発できた。しかし，製品というよりは作

品的要素が強いものとなった。

5. まとめ

大島紬はこれまでに40-50才代のカジュアル商品と

して位置づけられ確固たる地位を築いてきた。その発

展的要因のーっとして，成長経済の流れの中で同じア

イテムでの数々の商品開発，いわゆる多様化への努力

を行ってきたことが挙げられる。

今日の低成長時代，特にデフレ経済下における多様

化は時代の流れであるので，例えば大鳥紬もこれまで

のカジュアル部門だけの展開から和装関連の異分野，

あるいは洋装インテリア部門へとアイテムを大胆にシ

フトすべきであろう。

そうすることで，先人から連綿と受け継がれてきた

伝統を守り育てることになり，さらには新技術の導入

で各分野ごとの起業化がはかられ，個性ある産地形成

へと発展することが期待できる。

今回の試作は，身近にある緋意匠糸の有効利用を手

始めに商品アイテムの拡大に努めた。今後はさらに，

それぞれにおける素材やデザインなど，付加価値の追

求が望まれるが，このことが少しでも大島紬の多様化

へのきっかけになれば幸いである。

なお，研究中にも関わらず，振り袖とストール部門

の技術指導依頼があり関心の高さが伺えたので，これ

からは各アイテムごとに企業との共同研究で多様化へ

の啓蒙をはかつていきたと考えている。

最後に，本研究はデザイン研究会「染と織の会」並

びに企業そして他産地の織元など多くの方々の協力を

得て実施したもので，ここに感謝の意を表したい。特

に研究会についてはこのことがきっかけで，三名の会

員が集散地大手問屋の契約社員として雇用され，実践

的に多様化商品を現在製作中であることを付しておく。

参考文献

1)松本喜代一・"21世紀へ，繊維が面白い"染色 α108号
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琉球藍すくもの製造と藍建てに関する研究(第 1報)

安藤義国1]，向吉郁朗，平俊博

奄美大島を含む薩南諸島や南西諸島には，琉球主主という藍染めの原料となる植物が自生しているが，あま

り利用されていない"。そこで本研究は琉球藍のすくも製造とその染色工程を確立し，地域性を生かした奄美

独自の染色法として普及させることを目的とする。

今年度は，すくもの試作とその染色性について検討を行った。その結果，すくも製造には60日聞を要 L，

その染色物は従来の天然藍とは異なる色相を持ち，染色堅ろう度も良好であった。

1.はじめに

天然藍染めは，原料となる植物を発酵させ染色可能

な状態に加工したものを用いるのが一般的である。現

在，大島紬業界のみならず日本で行われている藍染め

のほとんどは，葱藍を原料とする「すくもJを用いて

いる。奄美大島を含む薩南諸島や南西諸島には，琉球

藍という藍染めの原料となる植物が自生し，この地方

の藍染めには琉球藍を原料とする ii尼藍」を用いてい

たが，現在では利用が少ない。

そこで本研究は，琉球藍のすくも製造とその染色工

程を確立し，地域性を生かした奄美独自の染色法とし

て普及させることを目的とする。これにより，新しい

藍染め大島紬製品の開発とすくも製造という新産業の

創成が可能となる。

今年度は，すくもの試作とその染色性について検討

を行った。

2.研究方法

2. 1 すくも製造

琉球藍の生薬約4，OOOkg(茎を含む)を天日及び熱風

乾燥機にて乾燥させた後，散水しながら撹枠し土俵状

に積み重ね鑑により会体を覆った。発酵が進み内部温

度が下降に転じた時点で積み重ねた藍葉を切り崩し，

散水と撹枠により発酵の均一化を行った(水打ち・切

り返し)。これを繰り返し，発酵臭及び容量の変化がお

さまった時点で完成とし，十分に乾燥させ後の試験に

供した。また，発酵途中に内部の監禁を採取し， 70"C 

で2昼夜乾燥させ含水率を測定した 21。

2. 2インジゴの定量

乳鉢で粉砕した試宇|に適量のジメチルスJレホキシド

( 1級)を加え80"Cでインジゴを連続抽出した後，分

光光度計(島津製UV-2200)により 618nmにおける吸光

度を測定し，市販0インジゴ(特級)から得た検量線

により試料中のインジゴ量を求めた。

2. 3 藍建て

すくもに少量の灰汁を加えて練った後，表 1の分量

により藍建てを行った。藍液の表面に紫金が生じた時

点から灰汁を数日間に分割して加え(嵩上げ)，止石投

入時に糊化した甘藷澱粉も添加した。藍液温度はリボ

ンヒーターと温度調節器により 24"Cに調節した。また

pH，侃Pメーター及びデー守ロガー(ユニパJレス製L81

OB)により藍液を管理記録した。

表 1 藍建て条件

監瓶 180 Q 

試作すくも 15kg 

水酸化カルシウム (特級)元石 360g 

止石 180g 

日本酒 720g 

甘藷澱粉 340g 

灰汁 シャリンパイ灰14kgを水70Qで煮沸，撹持

し放冷した。その後上澄みを取り，これを

3回繰り返し，得られた灰汁は混合して用

いた。

-68 -



2. 4 染色性評価

2. 4. 1 染色試験

市販の大島紬用絹糸 (40g付き緯糸)を15分間染色し

た後に10分関空気酸化し，これを繰り返して重ね染めを

行った。葱藍すくもによる染色は名瀬市内の藍染め業者

の協力により同様の手法で藍建て及び染色を行った。

2. 4. 2 測色

染色物は分光反射率計(マクベス社製MS-2020PLUS)

により測色 L.CIELAB表色系にて比較検討した。

2. 4. 3 染色竪ろう度試験

①洗濯に対する染色堅ろう度試験

]IS L0844-1997 (A-1号)

②汗に対する染色堅ろう度試験

JIS L0848-1996 

③摩擦に対する染色竪ろう度試験

]IS L0849-1996 (乾燥試験，摩擦試験機II型)

3.結果

3. 1 すくも製造

すくも製造における温度と含水率の変動を図 Iに示

す。藍葉の堆積後2日で内部温度が60'Cに達し，その

後65-70'Cを推移した。含水率は60%程度で推移した

が. 6回の切り返し時の散水量は藍葉の湿り具合によ

り判断したため.30-140.llとぱらついた。藍葉は発

酵が進むに従い形を失ってアンモニア臭を放つように

なり，全体の容量も徐々に小さくなった。このアンモ

ニア臭や容量の変化が収まった60日目で工程の終了と

した。原料の乾燥葉約380kgからすくも約240kgが得ら

れ収量は 6割程度となった。

t t t t t t矢印は切り返し
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図 l すくも製造における温度と含水率の変化

3. 2 インジゴ含有量

試作した琉球藍すくもと原料である琉球藍乾燥葉及

び茎，市販の馨藍すくも(平成 9年徳島産)と蓉藍乾

燥葉(平成元年徳島産)のインジゴ含有量を表2に示

す。琉球産すくもは葱藍すくもと比べてインジゴ含有

量が低い結果となった。これは原料である乾燥葉中の

インジゴ含有量の差やインジゴをわずかしか含まない

茎も使用した事が原因であると考えられる。

表2 すくも及び藍葉のインジゴ含有量(%)

すくも 乾燥葉 乾燥茎

琉球藍 1. 96 1. 20 0.17 

草草 藍 3.15 1. 81 u 

3. 3 藍建て

藍建てにおけるpHと酸化還元電位の変動を図2に示

す。初発のpHは12.3であり，徐々にpHと酸化還元電位

が下がったが発酵の速度は遅く. 10日目になって藍液

表面に紫金を確認した。その後，嵩上げを経て止石を

投入するまでに仕込みから24日聞を要した。また，止

石後に還元力不足で濃色に染めることができなかった

ため.0-グルコース(1級)を180g添加した。
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図2 藍建てにおけるpHと酸化還元電位の変化

3. 4 染色性評価

琉球藍すくも及び葱藍すくもの発酵建てにより，そ

れぞれ濃淡3種の染色物を得た。琉球藍すくもによる

染色では l回の染着濃度が低かったため，染色回数を

増やし葱藍との比較を行った。測色の結果を表3に示

す。琉球藍すくもによる染色物は，淡色では緑味を帯
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ぴ蓉藍とは異なる色相を示L.染め回数がI替え濃色に

なるに従い赤味が増した。次に aホbホ値のみを比較

し，染色回数を重ねることによる色相の変化を図3に

示す。琉球藍すくも及び蓉藍すくもの染色物は染色を

重ねると同じ色相に向かつて推移する事がわかる。泥

藍の染色物は染色回数を重ねるにつれ赤味ではなく黒

味を帯びるとされているが，琉球藍すくもは同じ原料

であるilil藍よりも馨援すくもに近い色相の変化を示し

た。

次に，染色竪ろう度試験の結果を表4に示す。概ね

良好な結果であったが，琉球藍の 6回染めでは摩擦堅

ろう度がやや悪かった。これは馨藍と比べ同じ濃度に

染色するのに多くの染色回数が必要であった事に起因

すると考えられる。

'-ノ

表3 祖IJ色結果

染色 L* a* b* 
回数

琉 l回 44.81 7.75 24.12 

球 3回 32.62 3.02 21. 94 

藍 6回 24.36 2.56 19.73 

事草 l回 37.49 -5.25 】 22.85

2回 26.38 0.11 20.69 

藍 3回 22. 71 2.43 19.20 。
-15 
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図3 色相の推移

表4 染色堅ろう度試験結果

琉球藍 馨藍

|染色回数 l 3 6 l 2 3 

変退色 4-5 4-5 4 4-5 4-5 4-5 

汚染絹 4-5 4-5 4 4-5 4-5 4-5 

汚染綿 4-5 4-5 4 4-5 4-5 4-5 

変退色 4-5 5 5 4-5 4-5 4-5 
酸

汚染絹 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 
汗 性

汚染綿 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4 
試

変退色

性17 カリレ

4-5 5 5 4-5 4-5 4-5 
験

汚染絹 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

汚染綿 4-5 4目 5 4-5 4-5 4 4 

摩擦試験 4 4 3 4-5 4 4 

4. まとめ

琉球藍を原料としたすくも製造工程に要した回数は

は60日であり， 100日間程とされる馨藍すくもの製造工

程と比べて大幅に短いものであった。染色物は従来の

天然藍とは異なる色相を持ち，染色堅ろう度も良好で

あった。しかし，試作したすくもはインジゴ含有量が

低<1回の染着濃度も低かった。また，藍建ての際の

発酵が遅<， i農色染めをするには糖分の再添加が必要

など解決しなければならない問題もあった。

すくも製造の意義として難分解性物質の分解による

藍建てに必要な栄養源の増加や藍葉細胞中のインジゴ

溶出などが考えられ， 60日間という工期が適当である

のか今後検討を加える必要がある。琉球藍すくものイ

ンジゴ含有量については質の良い車業の使用や茎の除

去により増加が可能であると考える。また，すくもに

含まれる栄養分を調べ，藍建ての際に添加するエサの

量を調節する事で，藍建て期間の短縮が可能となると

考える。

参考文献

1)初島住彦."琉球植物誌"沖縄生物教育研究会

(1975) p.561 

2)土壌物理性測定法委員会 "土壌物理性測定法ヘ

養賢堂 (1980)p.47 
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着色抜染に関する研究

西決造，仁科勝海

本場大島紬の製造技術の中で色糊を摺り込み染めする方法が2通りある。 lつは抜染可能な化学染料で染色

した色糸を緋締め後，泥染め染色を施し，着色する部分を部分解き後，抜染をして，色糊で着色する技法であ

る。もう lつは白糸を緋締め後，泥染め染色を施し，着色する部分を部分解き後，色糊で着色する技法である。

本研究では大島紬製造技術の省力化を目指して，着色抜染の検討を行った。この着色抜染法は泥染め緋の地

色が脱落することなく抜染と同時に着色する技法で，大島紬製造工程の作業時間の短縮が得られ，また抜染時

に泥染め部分が色落ちする等の課題も解決でき，本場大島紬の品質の向上を図ることが出来た。

1.はじめに

本場大島紬の摺り込み加工法は，抜染可能な化学染料

で染色した色糸を緋締め後，部分抜染し摺り込む方法と，

白糸を緋締め後，緋蓬染色し部分解きして摺り込む方法

の2通りがある。

本研究においては，着色抜染についての検討を行った。

抜染時に泥染め部分が色落ちする等の問題もあり，これ

らを解決する手段として抜染と染色を同時に行うことに

より摺り込み染色の省力化や労力の低減を図ると共に品

質の向上を目指した。

2.着抜染料染色堅ろう度鼠験

2 . 1 試験方法

絹若抜斉rjBTーlに着抜染料10%を加え絹糸に摺り込

み塗布した後，蒸熱処理を60分行った。

①色糊調製

絹着抜弗rjBT-lに下記の着抜染料10%(0. w. S)を

加えた。

着抜ブルーG 着抜ブラウン 3G

着抜エローG 着抜スカーレット RN

着抜グリ ンB 着抜プラック G

着抜レッド 2B 着抜ブラウンBR

着抜ブルーRS 着抜オレンジ2R

②カ ボンアーク灯光に対する染色堅ろう度試験方法

(L 0842-1988) 

スガ試験機株式会社製の7ェ ドメ タ を使用した。

③熱湯に対する染色堅ろう度試験方法

(L 0845-1975) 

熱湯試験ピ カ法 I号で試験した。

2.2 結果

染色堅ろう度試験結果は表lに示す。

表 l着抜染料堅ろう度試験

耐光竪 熱湯堅ろう度

着抜染料名 ろう度 変退色 汚染(級)

(級) (級) 品目 綿

着抜7"トG 5 4-5 2-3 3 

着抜7"'ウン3G 4 5 4 3-4 

着抜エローG 5以上 4-5 3 3 

着抜スカーレノトRN 4 5 2-3 2-3 

着抜rトンB 5 4 2 3 

着抜7"ラッ7G 4 4-5 2 4 

着抜レッド2B 4 4-5 3 3 

着抜7"，ウンBR 3 5 2 4 

若抜fトRS 5以上 5 3 3 

着抜オレンγ2R 4 5 3 3 

3.地染め染料着抜試験

3 . 1 試験方法

地染め染料の着抜性試験では，置接性染料，酸性染料，

含金染料で地染め後，着抜染料色糊で摺り込み染めし，

蒸熱処理を60分行った。また抜染性試験では，直接性染

料，酸性染料，合金染料で染色した色糸を下記の抜染法

によって処理した。

①地染め染料

・直接性染料

ダイレクト 7ァスト

カヤラス ターキス

シリアス ファスト

ダイレクト ダーク

グリン 3GB
ブルー GL 

ブルー 3GL 
グリン BA
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ダイレクト スープラ 7"ラウン TN 

シリアス レッド F3B 

-酸性染料

イルガノール プリリアント エロー 3GL 

アンスラセン レッド GRN 

アンスラセン ブルー FBR 

アンスラセン ブリリアント プル- HFL 

カヤノール ミリーング レッド RS 

カヤノーlレ ミリーングパオイレット FBW 

イルガノール ブリリアント グリーン BGL 

アリザリンサイ 7ニン グリーン G

-含金染料

アシドール プリ 1)7ント グリーン FBL 

イソラン フ守ルー KーFBN

¥、 カヤカラン レッド GLW 

イソラン ルピン K-FB 

カヤカラン プリリアント ブルー G 

ラナファスト プリリアント ブルー BS 

7シドールボル ド RB

②色糊調製

絹着抜剤BT-1に着抜染料を10%(0. W. S)加えたo

。

e淑染法

ハイドロサルファイトAコンク 2g1且

アミラジンD 2g/.l! 

温度 80土3"(;

3.2 着抜性の判定

下記の基準によって判定した。

5・地染めの色を全く残さずに着色抜染ができる

4・地染めの色を僅かに残して着色抜染ができる

3 :地染めの色をやや残して着色抜染ができる

2 :地染めの色を相当残して着色抜染ができる

1 地染めの色は殆ど着色抜染ができない

3.3 抜染性の判定

下記の基準によって判定した。

5 :純白に白抜できる

4 :僅か色を残して白抜できる

3 :やや色を残して抜染ができる

2 :相当色を残してやや抜染ができる

1 殆んど全く抜染ができない

ー 72

3.4 結果

地色染料の抜染性と着抜性の結果は表2に示す。

表2 地染め染料の着抜性試験

染色

地染め染料名 i農度 抜染性 着抜性

(覧)

了ンドール γリリ了ント rリーン問L 2 2 3-4 

イソラン 7" Jト K-FBN 2 2-3 4 

カヤカランレット"GLW 4 1 -2 2 

イソラン此ーン K-FB 2 2-3 3-4 

対的ンアリリ7ント 7"ト G 2 2 4 

ラナ77Aトプリリ7ントデJト BS 2 2 3-4 

イルカーlール 7"リ1]7ント エロー-3GL 2 2 5 

7ンkjセンレッド GRN 4 3 2 

7ンA:;t:-7" Jト FBR 2 5 4 

了ン万七ン 7"1]リ7ント 7"1ト IIFL 2 2-3 3-4 

カヤノールミーリング レッド RS 4 2-3 2 

カヤ/ールミーリング ハ'イオレット FBW 2 2 2 

rイレタト 77Aトゲリーン 3GB 2 5 5 

付ラストキスプルー GL 2 2 4 

シ1]77.777，トアルー 3GL 2 5 5 

ゲイレクト 'J"-~ グリーン BA 2 4-5 5 

rイレクト 7，_70

:; 70

ラウン TN 2 5 5 

シリアスレット"F3B 9 4 5 4-5 

7ント'ールポ】ルド RB 2 3 5 

イルカ"'ール 7・1]1]7ントゲ1トン BGL 2 2 4 

7']l1"リンサイ7ニンゲリーン G 2 3-4 4 

4"緋楚地染め染料別による着抜性

4 . 1 試験方法

直接性染料，酸性染料，合金染料で絹糸を染色後緋蓮

を作製し，着抜性について調べた。色糊の調製法は 3.

lによる。

4.2 着抜性の判定

3.2により判定した。

4.3 結果

地色染料の着抜性は表3に示す。



表3 緋定地染め染料別による着抜性試験

• 
地染 め 染料名

シリアス ブァスト エロ} GR 

イルガノール プリリアント エロー

ダイレクト ファスト レッド 3B 

イルガノーjレ プリリアント グリーン

ダイレクト スー7'ラ ブラウン TN 

スミライト ノてイレフト BB 

カヤカフン グレー BL 

イJレガラン ブラウン 2GL 

カヤカフン レッド GLW 

アンスラセン レッド GRN 

イソフン グリーン K-FG 

スプフミン ブルー FRW 

5，燕熱処理

5 . 1 試験方法

3GL 

BGL 

着 抜 染 料 名

着抜性

着抜グリーンB 5 着抜レッド 2B

着抜グリーンB 5 着抜プフウン 3G

着抜ブラウンBR 4 着抜レット 2B

着抜レッド 2B 5 着抜ブラウン 3G

着抜オレンジ 2R 4 着抜グリーンB

着抜ブルー 4G 4 着抜レッド 2B

着抜レッド 2B 5 着抜ブフウン 3G

着抜オレンジ2R 4 着抜エローG

着抜エローG 2-3 着抜ブルー 4G

着抜プフウンBR 3 着抜エローG

着抜エローG 3-4 着抜プフウン 3G

着抜ブルー 4G 3-4 着抜エローG

。:蒸熱処理後の汚染は認められない

ム・蒸熱処理後の汚染は明りょう

x:蒸熱処理後の汚染は著しい

5.4 結果

着抜性

5 

5 

4 

5 

4 

4-5 

5 

4 

2-3 

3 

3-4 

3-4 

着抜可能な染料で地染め後，蒸熱処理時間による着抜

性への影響について調べた。また，水分を多く含んだ湿

り飽和蒸気で蒸すことにより汚染や色泣きが生じるが，

緋鐙包装状態別による湿り飽和蒸気処理の影響について

調べた。

蒸熱処理時間による着抜性への影響は表4，緋鐙包装

状態別による湿り飽和蒸気処理の影響は表5に示す。

①色糊の調整

色糊として以下を用いた。

絹着抜剤BT-]

-ノ jレデずイス BN-]

・着抜エロー(10%)を含む絹着抜邦IjBT-]

②蒸熱処理時間

5 min ]Omin 20min 30min 60min 

③緋径の包装

-緋慈聞に新聞紙を挟んで蒸す

緋蓬を重ねて新聞紙で包んで蒸す

・着抜染料色糊塗布後の緋蓮を地染め染料緋廷で挟

んで蒸す

5.2 着抜性及び抜染性の判定

3. 2及び 3.3により判定した。

5.3 緋楚同志の色泣きや汚染の判定

下記の基準によって判定した。

表4 抜染剤蒸熱処理時間

て め 酬 名
rイL寸ト シリアス ンリ77.
7.-7'ラ レット守 7アースト
7'ラウン TN F3B プト 3GL

着抜剤別 絹着抜剤 Wfゃイ7. 絹着抜剤

蒸熱処理 ¥ BT-] BN-] BT-] 
時間(min) 着抜エロー

5 3 2-3 3-4 

] 0 3-4 3 4 

20 4 3-4 5 

30 4 4 5 

6 0 4 4 5 

表 5 湿り飽和蒸気蒸しによる汚染試験

緋蓬の蒸し状態 | 汚染

緋慈の間に新聞紙を挟む | ム。

緋蓬を重ねて新聞紙で包む | ムO

着抜染料塗布の緋蓮を地
染め染料緋蓮で挟む I x 
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6.着抜染料色糊塗布後の日時経過

6 . 1 試験方法

着抜染料色糊塗布後下記の日時経過による着抜性につ

いて調べた。

-着抜染料色糊塗布直後

-着抜染料色糊塗布後 1ヶ月

.着抜染料色糊塗布後2ヶ月

者抜染料色糊塗布後4ヶ月

6.2 判定

3.2により判定した。

6.3 結果

日時経過による着抜性を表6に示す。

表 6 着抜染料の日時経過による着抜性試験

~地染め染料名 7ンスラセンプリ1}7ントデトHFL

日 時 |着抜剤 絹着抜剤BT-1

経過|抜染 料 着抜エロー 着抜ずラウン

塗布直後 5 5 

1ヶ月後 5 5 

2ヶ月後 5 5 

4ヶ月後 5 5 

7.色糊塗布後の修正

7 . 1 試験方法

地色を着抜後の摺り込みミスによる修正について試験

した。

地染め染料:了ンスラセンプリリ7ントデト HFL2 % 

l回目塗布着抜染料

絹着抜剤BT，着抜ブラウン 3G

2回目塗布着抜染料(1回目塗布後上から塗布)

絹着抜剤BT.着抜レッド 2B

7.2 判定

3.2により判定した。

7.3 結果

着抜染料の修正による着抜性を表7に示す。

表7 着抜染料摺り込み塗布修正試験

み詰FI人|アンスでよiJJJ
着抜ブラウン 3G I 5 

ブラウン 3G塗布後 E

着抜レッド 2B塗布
5 

8.着抜色糊塗布による緋楚への移染

8 . 1 試験方法

地色染色糸で緋慈作成後，部分解き箇所へ着抜色糊を

摺り込み染めして隣接する緋蓮の締められた箇所への移

染性について調べた。

a:色糸染色

アンスラセン プリリアント ブルー HFL2% 

ラナファスト 7'リリアント 7"ルー BS 2% 

イソラン ブルー K-FBN 2% 

シリアス ファスト ブルー 3GL 2% 

カヤラス ターキス ブJレー GL 2% 

カヤカラン ネピブルー BL 2% 

アンスラセン 7"ルー FBR 2% 

②緋楚作製

ガス綿糸引き込み本数による移染性を調べる為4モ

ト. 5モト. 6モト，サベ緋を作製し，部分解きして

着抜染料色糊を摺り込んだ。

③色糊の調製

下記の着抜剤と着抜染料を調製して色糊調製後緋慈の

部分解き部分へ色糊を摺り込んだ。

-着抜剤

絹着抜剤BT-1

ノルディスBN-1

CSカラー

-着抜染料

着抜エロー 10% 

着抜スカーレット RN 10% 

8.2 評価

下記の基準によって評価した。

。:部分解き箇所へ着抜色糊塗布後，締められた十宇

部分へ移染が認められない

ム:部分解き箇所へ着抜色糊塗布後，締められた十宇

部分へ移染が明りょう

x:部分解き箇所へ着抜色糊塗布後，締められた十字

部分へ移染が著しい

8.3 結果

着抜染料の移染性を表8-1 1に示す。
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9.考察

着抜染料は染色堅ろう度試験の結果，大島紬用として

十分使用に耐える染色堅ろう性を有していた。

直接性染料，酸性染料，合金染料で地染めした染色糸

の抜染性の良好なものは，着抜性も良好であった。抜染

性のやや不良な染料でも着抜性の良好な染料もあった。

当センターで主に使用されている染料30種類については

着抜性を調べたが，それ以外の染料は着抜摺り込み加工

の事前に着抜性を調べる必要がある。

着抜染料色糊で摺り込んだ緋涯を 4ヶ月経過後蒸熱処

理をしても着抜の効果は変わらず良好であった。今まで

使用していた部分抜染剤は短日時で抜染しなければ効果

がなかったが，この方法により部分抜染摺り込みが容易

に出来るようになった。

着抜染料色糊塗布後，湿り飽和蒸気蒸しにより，緋廷

を包んだ新聞紙が水浸しの状態になっても，緋慈聞に新

聞紙等を挟んで蒸すことにより汚染や色泣きは僅かであ

った。緋廷をそのまま重ねての湿り飽和蒸気蒸しでは汚

染がみられた。従来のような蒸熱処理で問題はない。

この着色抜染法により泥染め緋の地色が脱落すること

なく抜染と同時に着色が出来た。しかし，この技法は化

学染料染色では地染め部分の十の字が着抜されるので化

学染料での地染め緋蓮には着抜染料は使用出来ない。

1 O. 結曹

本研究で行った着抜摺り込み法は図 lのように，抜染

工程を省き，抜染と摺り込み着色が同時に出来る技法の

ため，大島紬製造工程の省力化が出来，労力の低減や，

作業時間の短縮古宮得られ，加工者の老齢化や従事者の減

少に伴う未熟練者による部分摺り込みミス等による修正

も今までより容易にできる。また泥染め特有の摺り込み

不鮮明や緋糸脆化の防止等，大島紬の品質の向上を図る

ことが出来る。

本研究は業界の関心も高く，講習会等を開催し技術移

転を図りたい。
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図l 従来の摺り込み技法と着色抜染工程のフローシート

表8 着抜弗IJ (絹着抜剤BT)による緋慈への移染試験

着 抜 弗j 絹 着 抜 剤 BT 

、ト¥¥着抜綿染五料名 着抜エローG 着抜スカーレァト RN
糸の引き込み

地染め染料名 .......__、 サベ 4モト 5モト 6モト サベ 4モト 5モト 6モト

アンスフセン プリリアント
ブりレー HFL ム 。 。 。 ム 。 。 。

フナ7ァスト プリリアント
ブルー BS ムー。 。 。 。 ム-<<:il 。 。 。

イソフン 7"ルー

K-FBN ムー。 。 。 。 ムー。 。 。 。
シリアス 7ァスト

プルー 3GL ム 。 。 。 ム 。 。 。
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表9 着抜斉IJ (ノルディスBN-1) による緋廷への移染試験

着 抜 剤 ノルディス BN-1

、着抜染料名 着抜エローG 着抜スカーレット RN

糸の引き込み

地染め染料名 、、、、、 サベ 4モト 5モト 6モト サベ 4モト 5モト 6モト

アンスラセン プリリアント

ブルー HFL ム 。 。 。 ム 。 。 。

フナファスト プリ 1)7ント

ブルー BS ム 。 。 。 ム 。 。 。

イソラン ブルー

K-FBN ム-。 。 。 。 ムー。 。 。 。

シリアス 77スト
ブルー 3GL ム-(Cd) 。 。 。 ム一。 。 。 。

表 10 着抜斉IJ (C Sカラ )による緋慈への移染試験

v 着抜期j CSカフー

、着抜染料名 CSカラー エロ G-1 CSカラー スカ レット RN-1

綿糸の引き込み

地染め染料名 ---........ サ Jミ 4モト 5モト 6モト サ ペ 4モト 5モト 6モト

アンスラセン プリリアント

フソレ HFL ムー× ム ム ム ム X ム ム ム
ラナファスト プリリアント

ブJレー BS ムー× ム ム ム ム× ム ム ム

イソ7ン ブルー

K-FBN ム-x ム ム ム ム X ム ム ム

シリアス 77スト

ブルー 3GL ム× ム ム ム ム-x ム ム ム

表 11 緋廷の部分解き部分への着抜染料塗布後の移染試験

。3立
着抜 着抜 着抜 着抜 着抜 着抜 着抜 着抜 着抜 着抜
レッド ブルー オレンジ グリーン エロー プヲウン プラウン ブルー 1自白レ7卜 ブラック

2B 4G 2R B G BR 3G R RN GK 

ンリ77.777.ト

rJト 3G 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
カTラ7.IJーキス

プト GL 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

カヤカラン不ピ

7' Jト BL 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

イソラン

7'ル- K-FBN 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
7ンスラセン

ずJト HFL 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
7ンスラセン

7'1ト FBR 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
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